
（

裏） 手
形
入

従
長
崎

（

表
一

ぬ
62
「
未
十
二
月
十
日
渡
シ

諸
国
商
人
（
旅
商）

堀

ば

た

七
太
郎
殿

叶
屋
嘉
七取
替
か
し

（

裏
）I

自
伊
万
里

三
月
十
六
日
出
ス

（

表
）

（

浦
）

め
63
「
於
脇
ノ
裏

半
次
郎
様急
用

武
富
七
太
郎
園

の
書
状
等
（
史
料
番
号
は
本
研
究
日
よ
り
通
し
番
号）

口
有
田
皿
山
関
係
分

日
諸
国
商
人

い
わ
ゆ
る
旅
商
関
係
分

伊
萬
里

（
拇
印

武
富
儀―
二
郎
印

状
等
史
料
の
前
回
遺
漏
分
を
取
り
上
げ
る
。

一

金
拾
両
但
し
替
せ
金

右
之
通
悔
二
受
取
借
用
仕
候、

為
念
一

札
如
件

伊
万
里
陶
商
の
基
礎
的
研
究

史
料
の
区
分
を
次
の
ご
と
く
す
る
。

曰
私
領
（
弓
野
山
等）

関
係
分

四
伊
万
里
商
人
関
係
分

ー

武
富
家
文
書

伊
万
里
陶
器
商
人
研
究
の
基
礎
的
作
業
と
し
て
、

前
号
と
同
じ
武
富
家
の

書

未
十
二
月
十
日

叶
屋
嘉
吉
殿

こ
れ
は
本
紀
要
第
一

号
の
史
料
ぬ
9
を
補
充
す
る
も
の
で
あ
り、

叶
屋
嘉
吉

と
加
納
屋
和
七
は
同
一

人
と
見
ら
れ
る
。

叶
屋
は
長
崎
に
て
商
い
を
し
て
い
る

が
、

本
来
は
筑
前
商
人
で
あ
ろ
う
（
出
9
の
掛
屋
与
七
は
芦
屋
の
商
人）
。

記
録
口

に）

覚

ヽ9.

別

山

博

ー



こ
の
書
状
が
な
ぜ
今
日
武
富
家
に
あ
る
か
、

前
上
ノ

浦
の
脇
浦
の
半
次
郎
に
対
す
る
焼
物
代
残
額
の
支
払
督
促
が
内
容
で
あ

05
4
 

N
6
 

一

筆
啓
上
仕
候、

其
御
地
御
家
内
様
益
御
堅
勝
可
被
遊
御
座
称
重
奉
存
候、

然
者
六
次
郎

様
一

件
言
語
二
絶
候
趣
被
仰
聞
候
得
共、

私
義
茂
内
ぐ
之
支
者
存
不
申
候
虐、

素
り
貴
公

様
之
買
入
与
申、

右
組
物
之
儀
も
来
年
迄
者
相
待
呉
候
様
二
御
相
談
被
遊、

其
代
り
少
シ

之
損
失
も
相
懸
不
申
候
様
堅
被
申
聞
候
虐、

右
之
咄
二
而
者、

甚
氣
之
毒
二
者
奉
存
上
候

得
共、

唯
今
之
商
賣
少
シ
之
利
ヲ
得
候
得
者、

何
分
右
書
面
之
通
二
而
者
難
得
御
相
談
候

故、

右
部
通
之
金
預
不
申
候
様
御
咄
仕
候
得
共、

幸
八
様
被
仰
聞
候
様
者、

何
連
兵
吉
様

御
下
向
之
節
者
万
端
御
互
合
セ
如
何
と
成
共
成
行
候
故、

先
以――一
両
弐
合
之
処
者
預
り
置

呉
候
様
御
咄
被
遊
候
故、

先
以―
二
両
弐
合
預
り
置
申
候、

少
ぐ
之
事
に
而
御
座
候
得
者
左

様
不
申
上
候
故、

得
与
御
推
最
被
遊
可
被
下
候、

申
上
度
事
者
段
ぐ
御
座
候
得
共、

愚
筆

故
荒
辻
申
上
候、

何
事
茂
御
下
向
之
上
御
語
可
申
伸
候、

先
者
御
見
廻
労
期
後
日
之
時
候、

る
。

関
屋
勘
右
衛
門
は

芦
屋
商
人
と
思
わ
れ
る
。

三
月
十
六
日

半
次
郎
様

武
富
七
太
郎

任
幸
便
一

筆
啓
上
仕
候、

然
者
妥
元
御
買
入
焼
物
代
残
金
四
両―――
歩
卜
正
銭
四
百
四
拾
一

文
御
座
候
処、

御
滞
留
之
内
毎
ぐ
及
御
相
談
候
得
共
御
申
延
二
預
り、

御
間
柄
二
付
其
通

猶
豫
罷
在
候
処、

右
金
為
何
御
汰
沙
も
無
御
座
出
船
被
成
候
由、

定
て
御
國
元
合
御
仕

送
り
二
も
可
相
成
と
奉
存
候
得
共、

此
節
幸
関
屋
勘
右
衛
門
様
御
出
船
二
付
奉
頼
上
候
条、

此
紙
面
着
次
第
無
間
違
御
渡
被
下
度
奉
頼
上
候、

先
者
此
段
御
懸
合
労
ぐ
以
書
中
早
略
如

此
御
座
候、

頓
首

理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

筑

I
金
ニ
メ
壱
両
三
歩――一
朱

④
六
百
文

弐
百
廿―――
匁
壱
分

壱
反

古
手と

ふ
着

は
か
ま

一

金
百
八
拾
壱
匁
八
分

壱
ツ
代

一

同
壱
歩
弐
朱

0
弐
百
文

一

廿
匁―――
歩

Q
5
N
6

一

金―――
歩
一

朱

か

さ弐
か
い

同
壱
か
い

納一
戸金

巾
壱
反

同

鎚

富
家
へ

は

債
権
分
の
幾
分
か
に
当
る一
二
両
弐
合
し
か
返
済
さ
れ
な
い
、

武
富
家

の
異
議
を
本
来
の
買
主
で
あ
る
升
屋
兵
吉
へ

ぶ
つ
つ

け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

一

廿
壱
匁

一

金―――
歩此

金
弐
両
三
歩―――
朱

〇
弐
百
五
拾
弐
文

合
四
両
三
歩
弐
文

0
メ
八
百
五
拾
弐
文

要
は
、

六
次
郎
と
い

う
者
の
身
上
に
何
か
重
大
な
事
態
が
生
じ、

の

取
引
の
事
例
と
し
て

か
つ

内
容
が
注
目
さ
れ
る
の
で
掲
げ
る
。

こ
れ
も
ま
た
な
ぜ
か
武
富
家
に
遺
さ
れ
て
い
る
が
、

同
家
の
筑
前
商
人
相
手

筑
前升

屋
兵
吉
様

五
月
廿
一

日

恐
憧
謹
言

堀
畑七

太
郎

た
め
に
武

2
 



裏）メ
（

表
）

め
而
「
肥
前
伊
萬
里
に
て

武
冨
七
太
郎
様

平
安
大
急
用
書
中

思
わ
れ
る。

田
中
屋
忠
次
郎
の
名
は
筑
前
山
鹿
の
商
人
と
し
て
知
ら
れ
る

⑤
様

右
之
通
り
御
座
候

亥
十
二
月
二
日

ま
た
拙
著
『
伊
万
里
焼
流
通
史
の
研
究』
＝―
ニ
―
頁
参
照）。
言
う
と
こ
ろ
の
品

物
は
＠
の
誂
え
依
頼
に
よ
り
届
け
ら
れ
た
も
の
で、

四

月

十
二

H

出

な
長
弱
下
の
関

一
筆
啓
上
仕
候、
暖
氣
之
棚
二
御
座
候
へ

共、
先
以
御
家
内
皆
ぐ
様
益
御
勇
健
二
可

被
遊
御
座、
大
悦
之
御
儀
奉
存
候、
然
者

先
達
而
書
面
さ
し
出
し
置
申
候
虞
定
而
御

落
手
被
遊
候
わ
ん
と
奉
存
候、
何
卒
先
申

¢、'‘

上
候
通
注
文
物
之
儀
晦�
ぐ
御
面
倒
様
と
捧

一

4
l

存
候
得
と
も
急
ぐ
御
積
出
し
可
被
下
候
様9

9
's,',
9

,

伏
而
奉
頼
上
候、

圏
此
節
者
叢
早
御
積
出
し
二
も
相
成
居
申
候
ハ
ん
款、
左
候
へ
者
大
二

原
屋清

右
衛
門

田
中
屋忠

次
郎

下関原屋清右衛門の印

そ
の
代
価
を
示
す
も
の
と

（

め

55
．
池
56、

右
者
下
松
富
福
丸
富
五
郎
殿
船
な
差
送
り
申
候
間
御
受
取
可
被
下
候、
以
上

運
賃
百
五
十
文

先
彿

Q
8
 

N
6
 

一

苧
窃

一
か
し
入
箱

ー

五
メ
匁
入
弐
丸

壱
か
ら
げ

送
り
状

出
67
「
ほ
り
七
様金

五
両
添

武
富
七
太
郎
様

仕
合
奉
存
候、
扱
亦
代
金
之
儀
者
兼
而
申
上
置
候
通
為
替
御
取
組
奉
頼
候、
萬一
出
合
御

積
出
し
相
済
居
不
申
候
ハ
、
大
急
便
な一
刻
も
早
く
御
積
出
し
奉
頼
上
候、
先
者
右
御
頼

申
上
候、
以
愚
札
用
夏
の
ミ
如
此
二
御
座
候、
猶
皆
ぐ
様
へ
も
宜
様
御
鶴
磐
奉
頼
上
候、

恐
捏
謹
言

四
月
十
二
日

口
演

い
つ
も
な
が
ら
万
事
大
二
御
高
配
二
相
成
難
有
御
礼
難
尽
筆
紙
候、
将
嘗
節
陶
も
の
代
之

内
金
五
両
差
出
申
候
間
御
受
取
可
被
下
候、

帰
宅
之
節
返
済一

＿
陶
も
の
代
之
内

金
廿
両
差
送
り
可
申
候、
荒
増
小
賞
り
致
見
候
所、
右
之
辻
二
而
几
之
見
合
二
相
成
候
哉

と
奉
存
候、

尚
跡
便
合
御
仕
出
し
之
節
仕
訳
書
御
遣
し
被
下
候
ハ
ヽ
、

不
足
之
儀
ハ
急
ニ

差
送
り
可
申
上
候、
何
角
互
奉
頼
上
候、

早
ぐ

原
清

原
屋清
右
衛
門
⑮

3



一
先
方
へ
相
届
ケ
可
被
下
候、
以
上

焼
上

出
来
有
ら
ハ

弐
俵

メ
右
之
通
可
相
成
者
此
便
虎一
丸
な
二
て
も
御
送
り
被
下
候

様

奉
願
上
候

尚
先
日
買
入
申
候
口
金
揃
い
も
の
虎一
丸
合
悔二
相
届
き
申
候、
尚
な
ら
新
殿
行
荷
物

原
屋
清
右
衛
門
の
書
状
は
す
で
に
応
6
・

応
21
に
掲
げ
た
が 、

注
文
物
の
至
急
積
み
送
り
の
要
請
で
あ
る 。
め
67
は
焼
物
代
金
の 、

ト
0
位
之
品
直
段
極
ぐ
下
直

御
願
申
上
候

一
口
金
上
六
通
揃

一
反
中
な
ら
茶

取
合

七
俵

覚

（

印
）

I
五
月
十
日

子
正
月
廿
六
日

壱
組

向
暑
の
節 、
弥
御
勇
剛
奉
称
重
候、
然
者
至
極
御
面
會
之
儀
御
頼
申
上
（
中
欠）
注
文一

刻
も
早
便
合
御
送
り
被
下
候

様

奉
願
上
候

め
69
「
い
ま
り

堀
七

様

無
事
急
用
書

武
富
七
太
郎
殿

原
清

従
関

原
屋清

右
衛
門
⑲

ま
ず
め
66
は

拗
68
は 、

武
富
七
太
郎

様

已
上

虎
屋安

右
衛
門
＠

裏
）

メ
三
月十五
日

従
関

（

表
）

応
70
「

武
富
七
太
郎

様

注
文
書
在
中

馬
屋安

右
衛
門

正
体
は
分
か
ら
な
い
が 、
そ
れ
ら
の
物
の
送
状
で
あ
る 。
こ
こ
に
や
は
り
防
州

州
船
に
関
し
て
は
前
出
拙
著
八
八
0
頁
以
下
で
触
れ
て
い
る） 。
池
69
も
早
便
に

よ
る
注
文
物
の
送
り
出
し
を
望
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
が 、
前
記
の
宮
福
丸
と

同
じ
よ
う
な
賃
積
船
か
と
見
ら
れ
る
虎一
丸
の
名
が
あ
る 。
な
ら
新
殿
と
は
ど

こ
の
商
人
か
分
か
ら
な
い
が 、

果
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る（
下
関
の
櫛
屋・
虎
屋
な
ど
も
同
様） 。

注
文
覚

四

十

入

拾
俵

申 内 右メ但一 嘉
候 ‘ 之 しi農十
間 為 通 模へ焼

‘ 替 早

様

形
ー 取 速 御入
刻 組 御 見皿
も 御 調 合
早 送 被
く 可 下
御 被 ‘

送 下 茂
可 候 七
被 ‘ 船
下 尤 良
候 此 助‘ 節 船
尤 賣 両

：様塁：］
安右

舛
三
月
十
五
日

下
関
の
原
屋
清
右
衛
門
が
中
継
ぎ
商
人
の
役
を

下
松
宮
福
丸
為
五
郎
船
の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
（
い
わ
ゆ
る
防

4



堀
端
七
太
郎
様

裏
）

メ

山
本
屋覚
蔵

裏
）

ー

（

表
）

め
73
「
伊
万
里
二
而

武
冨
七
太
郎
様

掛
屋

金
子
四
拾
両
相
添

――一
郎
平

ぬ
70
は
め
5
・
応
19
と
同
じ
下
関
の
虎
屋
安
右
衛
門
の
も
の
で
あ
り、

内
容

は
ご
く
単
純
な
注
文
書
で
あ
る。

た
だ
し
注
目
す
べ
き
こ
と
に、

注
文
の
平
皿

が
「
嘉
十
焼」

と
あ
る
点、

南
里
嘉
十
の
製
作
し
た
も
の
は
特
に
「
嘉
十
焼」

て
の
送
金
で
あ
る。

三
月
十一
日
認

三
月
十一
日

（

表
）

油
71
「
伊
万
里

堀
畑
七
太
郎
様

尊
下

金
子
相
添

（

マ

マ

）

伊
与
桜
井
村

山
本
屋
覚
蔵

あ
し
や
な

ij

-

)
 

1

月

ー 八
月
九
日

武
冨
七
太
郎
様

早
ぐ
以
上

次
の
も
の
は
伊
予
桜
井
浦
の
山
本
屋
覚
蔵
の
書
状（
金
子
送
状）
で
あ
る
（
山

指
名
的
注
文
は
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
と
い
え
る。

「
茂
七
船」

の
性
格

に
つ
い
て
は
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
。

原
屋
な
ど
と
と
も
に
下
関
商
人
は、

も

つ
ば
ら
こ
れ
ら
の
防
州
船
を
雇
っ
て
荷
を
運
ん
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る。

本
屋
覚
蔵
に
関
し
て
は
前
掲
拙
著
付
録
一

参
照）
。

利
徳
丸
良
助
の
船
に
託
し

一
築
啓
上
仕
候、
先
以
弥
御
堅
勝
称
重
奉
賀
候、
然
者
先
達
而
御
地
江
罷
越
候
節
段
ぐ
御

（

速
）

世
話
二
相
成、

其
上
金
子
拾
壱
両
御
借
用
仕
候
而
添
奉
存
候、

早
束
此
度
利
徳
丸
船
江
相

（

送
）

贈
り
申
生
間
悔
二
御
請
取
被
下
度
奉
願
候、
尤
利
銭
之
儀
者
又
ぐ
下
拙
参
上
之
節
御
算
用

可
申
上
候、

先
ハ
用
事
斗
早
ぐ
如
斯
二
御
座
候、
恐
ぐ
謹
言

（
池
16

)

筑
前
芦
屋
塩
屋
伝
四
郎
の
一

通
を
掲
げ
た
が、

こ
れ
も
同
じ

芦
屋
の
塩
屋
定
重
が
送
金
遅
延
の
事
情（
不
景
気）
を
弁
解
し
た
も
の
で
あ
る。

と
称
揚
さ
れ
て
い
た
と
言
う
が
（『
肥
前
陶
磁
史
考』

五
七
三
頁）、

こ
う
し
た

（

裏
）

ー

塩
屋定

園

八
月一

�
日
出

尚
ぐ
御
案
内
及
御
聞
二
も
御
座
候
得
ど
も、

上
方
二
而
之
大
不
景
氣
言
語
同
断
之
事
二
御
座
候、

貨
面
之

上
御
咄
申
上
度
候、

先
達
而
若
松
屋
治
吉
殿
罷
下
候
得
共、

此
方
二
相
知
ら
せ
不
申
二
付
金
子
指
送
不
申
候

紀
伊
國
屋
便
ニ
―
筆
啓
上
仕
候、

未
残
暑
厳
敷
御
座
候
処、

先
以
御
家
内
皆
ぐ
様
益
ぐ
御

堅
勝
之
由
奉
賀
候、

次
私
儀
去
ル
六
月
十一
日
帰
宅
仕
居
申
候、

御
休
意
可
被
下
候、

然

者
御
借
用
仕
金
子
之
儀
も
早
速
指
送
度
奉
存
候
得
共
可
然
便
無
之、
時
節
不
景
氣
二
附
テ

ハ
降
人一
向
無
之、
大
二
延
引
仕
候、
態
人
ヲ
以
成
共
相
考
候
得
共
又
ぐ
家
内
共
相
痛
ミ

取
込
罷
居
申
候、
何
連
近
ぐ
善
次
殿
被
下
候
間、
是
二
指
送
申
候、
左
様
御
承
引
可
被
下

候、

私
儀
も
仕
舞
次
第
早
ぐ
罷
下
り
度
奉
存
候、

先
ハ
御
報
迄
以
□
札
如
此
二
御
座
候、

（

表
）

め
72
「
い
ま
り
堀
畑
二
て

武
冨
七
太
郎
様尊
下

塩
屋定

国l

あ
し
や
合

5



黒
川
浅
吉
殿
船
な
一

筆
啓
上
仕
候、

追
日
暖
氣
之
節
二
相
成
申
候
得
共、

先
以
其
御
表
御

家
内
様
御
揃
益
ぐ
御
安
静
二
可
被
為
遊
御
座
候
由
称
重
之
御
儀
二
奉
存
上
候、

誠
二
以
先

（

厚
）

頃
者
以
□
大
二
御
世
話
相
成
千
万
難
有
仕
合
二
奉
存
上
候、

此
段
御
高
椙
奉
申
上
候、

然

者
其
節
御
相
談
申
上
口
候
鉢
此
節
着
之
勤
早
ぐ
先
様
江
相
見
世
申
候
処、

御
氣
之
毒
千
万

御
事
二
者
余
リ
大
卜
過
候
由
二
而
頓
と
氣
二
入
不
申
候
二
付、

松
浦
屋
次
左
衛
門
殿
向
御

（

可
）

尊
家
御
目
録
相
添
差
返
シ
申
上
候
二
付、

御
迷
惑
千
万
な
か
ら
御
受
取
被
為
下
候、

右
金

子
之
処
ハ
右
松
浦
屋
江
何
と
そ
御
渡
被
仰
付
可
被
為
下
様
御
頼
奉
申
上
候、

節
角
御
相
談

仕
口
候
処
何
分
二
茂
御
返
し
難
申
上
候
得
共
無
撮
仕
合
二
御
座
候、

委
細
之
儀
者
松
浦
屋

（

裏
）

メ
二

月
廿
一

日

伊
万
里
迄
賃
銭
相
済
申
候

合
筑
前博

多

（

表
）

油
74
「
於
伊
万
里
堀
端
二

紙
屋

七
太
郎
様

治
郎
吉

茶
碗
鉢
弐
枚
相
添

（

表
）

0
5
「
、

N
7

し
ま
り

堀
ば
た
七
太
郎
様

尊
下
無
事
用
文

応
75
．

め
76
は
と
も
に
筑
前
山
鹿
の
商
人
で
あ
る
。

以
態
飛
脚
ヲ
一

筆
啓
上
仕
候、

極
暑
之
節
御
座
候
へ
共
御
家
内
様
益
御
堅
勝
二
可
被
遊
御

座
大
悦
奉
存
候、

然
者
常
春
仲
間
之
者
共
金
子
四
拾
両
御
取
替
被
下
出
船
仕
廻
申
候
由、

（

マ

マ

）

早
速
御
送
り
可
申
上
と
奉
存
候
得
共
宜
敷
便
り
無
之
甚
延
引
可
仕
候、

此
節
四
拾
両
送
り

申
上
候
間
御
受
取
可
被
下
候、

利
足
等
も
相
掛
り
申
候
ハ
、
同
人
共
帰
り
之
上
御
引
合
可

被
申
候、

先
者
暑
中
御
見
舞
労
早
ぐ
如
斯
御
座
候、

以
上

掛
屋――一
郎
平
は
越
野
姓
の
芦
屋
商
人
（
前
出
拙
著
第
九
章
参
照）
。

様
江
申
入
置
申
候
二
付
御
承
引
可
被
為
下
候、

先
者
右
申
上
度
如
斯
二
御
座
候、

以
上

二
月
廿
一

日

代
金
弐
両
弐
歩
弐
朱

右
代
金
悔
二
受
取
申
候

二
月
十
二
日

な
山
鹿

折
角
の
物
が
注
文
主
の
気
に
召
さ
ず
（
弐
尺
壱
寸
鉢
は
ふ
と
過
ぎ
た
）
、

め
に
送
り
返
し
た
も
の
で
あ
る
。

松
浦
屋
次
左
衛
門
が
仲
介
し
て
の
注
文
で
あ

っ
た
の
で
、

武
富
家
の
送
り
目
録
が
さ
し
戻
さ
れ、

前
払
い
さ
れ
て
い
た
代
金

は
武
富
家
か
ら
松
浦
屋
を
へ

て
返
戻
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
紙
屋
治

郎
吉
・

弥
平
（
弥
兵
衛）

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

紙
屋
弥
兵
衛
様

武
冨
七
太
郎
様

ハ
月
十
七
日

掛
屋三

郎
平

一

人
形
絵
弐
尺
壱
寸
鉢

別
紙

覚

堀
端
七
太
郎
様

は
博
多
の
陶
器
商、

松
浦
屋
も
い

ず
れ
博
多
の
商
人

七
太
郎
団

弐
枚

紙
屋治

郎
吉

弥

平

た

6



尚
ぐ

（

裏
）

I
八
月
廿
日

一
筆
啓
上
仕
候、

秋
冷
相
成
申
候
虐、

其
御
表
弥
御
家
内
様
益
ぐ
御
安
康
可
被
遊
御
座
奉

大
賀
候、

次
二
妥
元
家
内
井
私
義
も
嘗
十
八
日
無
事
帰
宅
仕
候、

乍
憚
御
休
意
思
召
可
被

下
候、

然
ハ
賞
夏
ハ
柳
吉
罷
下
り
如
例
御
世
話
相
成
千
万
恭
奉
存
上
候、

儀
七
事
嘗
月
末

上
候

武
富
七
太
郎
様
尊
下

な
筑
前
山
鹿

（

表
）

池
76
「
イ
マ
リ

吉
野
屋

儀
兵
衛

七
月
一
日

堀
ば
た

七
太
郎
様

蛭
子
屋

久
五
郎

一
る
り
金
書
盃
た
い

十
五

此
代
金
弐
朱
相
渡
可
申
候、

御
世
話
二
御
座
候
得
共
御
遣
立
可
被
下
候

尚
ぐ

覚

（

哀
）

ー

七
月一
日

金
弐
朱
添

五
ツ

幸
ニ
―
筆
啓
上
仕
候、

先
以
大
暑
之
□
�
二
御
座
候
所、

弥
ぐ
御
店
内
様

□
御
揃
口
隆

之
御
義
二

□、
次
二
私
義
も
無
事
二
罷
在
申
候、

乍
憚
御
安
心
思
召
可
被
下
候、

且

（

塞
）

又
る
り
金
書
盃
た
い
五
ツ
御
世
話
二
御
座
候
得
共
御
遣
立
可
被
下
候、

此
段
呉
ぐ
御
頼
申

蛭
子
屋
久
五
郎

（

裏
）十一
月
二
日
I

（

表
）

出
77
「
肥
前
伊
万
里

武
冨
七
太
郎
様

従
山
鹿

尊
下
無
異
要
用

ろ
う。

二
者
帰
宅
可
仕
候、

帰
リ
次
第
罷
下
リ
可
申
候、

猶
又｛且
敷
願
上
候、

一
金
固
上
共
百
四
十
両
差
送
り
申
候
虞
御
入
手
奉
存
上
候、

此
節
焼
物
代
内
金
二
面
殿
手

元
迄
送
り
置
申
候
間
御
受
取
可
被
下
候、

不
足
之
虐
ハ
儀
七
よ
り
差
上
可
申、

何
程
御
座

候
哉
相
分
リ
不
申、

何
連
内
金
御
座
候、

猶
御
礼
之
義
儀
七
下
り
其
節
御
礼
可
申
上
候、

先
ハ
御
左
右
労
如
此
御
座
候、

恐
憧
謹
言

八
月
廿
一
日

吉
野
屋

儀
兵
衛

参
人
く
御
中

前
者
は、

代
金
弐
朱
を
以
て
瑠
璃
金
書
の
盃
台
五
箇
を
注
文
し
た
も
の
。

後

者
の
吉
野
屋
儀
兵
衛
（
倉
野
姓）

は
武
富
家
と
取
引
の
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た

商
人
で
あ
る
。

な
お
そ
の
詳
細
は
同
家
大
福
帳
の
分
折
に
譲
る
が、

彼
は
伊
万

（
拙
著
八
七
三

頁
以
下）
。

こ
の
書
状
で
は、

柳
吉
が
伊
万
里
で
仕
入
れ
に
当
り、

儀
兵
衛
当

人
や
儀
七
が、

行
先
は
不
明
だ
が
商
い
先
か
ら
帰
国
（
予
定）

山
鹿
世
話
人
中

里
陶
商
犬
塚
家
と
共
同
の
「
手
船」

を
所
有
し
た
こ
と
も
あ
る

堀
端武

冨
七
太
郎
様

七
之
助
様

し
た
も
の
で
あ

7



酉十
一

月
二
日

世
話
人

戎
屋久

五
郎

萬
屋治

七

岡
田
屋

定
七

吉
の
屋

深
兵
衛

0
屋

半
兵
衛

幸
便
ニ
―

筆
啓
上
仕
候、

追
ぐ
冷
氣
相
増
候
得
ど
も
其
御
地
御
家
内
様
御
揃
益
ぐ
御
安
康

被
遊
御
座
奉
大
賀
候、

然
者
次
左
衛
門
殿
手
元
近
来
打
績
不
景
氣
二
出
合、

其
末
昨
年
江

戸
升
清
殿
成
行、

駿
州
表
多
分
残
掛
出
来
仕、

嘗
銀
主
方
な
か
り
入
之
金
子
彿
入
皆
済
ニ

（

法
）

難
相
成
り
候
付、

私
ど
も
相
寄
彼
是
心
配
仕、

銀
主
方
彿
入
之
所
仕
方
相
立、

漸
ぐ
此
節

済
方
二

相
成
申
候、

尤
も
其
御
地
焼
物
代
金
借
用
御
座
候
趣
志
ら
べ

方
仕
是
又
算
用
相
立

不
申
而
者
相
成
り
不
申、

右
二

付
次
左
衛
門
殿
手
元
得
与
吟
味
仕
見
候
所、

江
戸
表
な
仕

切
金
之
所
御
地
彿
方
之
引
雷
二

仕
居
候
趣、

右
金
子
之
義
者
嘗
十
月
晦
日
限
江
戸
升
清
殿

な
送
り
出
し
二

相
成
り
可
申
筈
堅
ク
引
合
罷
か
へ

り
居
申
候
事
故、

右
金
子
参
り
次
第
二

早
速
同
人
御
地
江
罷
下
り、

夫
ぐ
彿
方
仕
筈
二

相
決
シ
申
候、

萬
一

江
戸
仕
切
金
送
り
方

延
引
二

相
成
り
候
節
ハ

不
及
是
非
二

嘗
銀
主
方
合
仕
入
金
借
用
仕、

右
之
内
二

而
一

先
御

地
彿
方
致
さ
せ
、

其
末
仕
入
二

取
掛
り
可
申
積
リ
ニ

決
定
仕
居
申
候、

右
二

付
年
内
仕
入

出
来
仕
候
様
銀
主
方
江
相
談
仕
候
所、

此
節
金
子
手
廻
リ
兼
居
候
間、

何
連
嘗
月
内
二
者

〇
印
取
集
メ
仕
入
二

罷
下
り
可
申
積
り
二

相
談
相
決
シ
申
候、

依
之、

其
御
地
彿
方
之
所

萬
次
殿
出
張
之
上
算
用
相
立
ら
れ
候
間、

何
卒
其
節
迄
之
所
御
待
可
被
下
候、

此
節
各
ぐ

様
方
な
態
与
金
子
取
立
二

参
ら
れ
候
而
も、

只
今
治
左
衛
門
殿
手
元
江
〇
印
一

向
二

廻
リ

合
不
申、

何
連
同
人
仕
入
二

下
リ
之
上
彿
方
一

同
利
道
相
立
算
用
致
さ
せ
可
申
候、

左
様

御
承
引
可
被
下
候、

萬
事
彿
方
之
所
者
雷
所
世
話
人
江
御
任
せ
可
被
下
候、

不
悪
取
計
可

（

マ

マ

）

申
候、

何
連
年
内
仕
入
出
来
仕
候
様、

節
角
御
世
話
仕
居
申
候
間、

各
ぐ
様
乍
御
迷
悪
今

志
者
ら
く
之
所
御
用
捨
御
願
申
上
候、

右
申
上
度
如
此
二

御
座
候、

以
上

n5
8
 

N
7
 

一

筆
啓
上
仕
候、

時
分
柄
甚
暑
之
硼
二

御
座
候
所、

先
以
御
家
内
様
御
揃
益
ぐ
御
壮
栄
可

被
成
御
座
珍
重
二

奉
存
候、

然
者
此
度
長
崎
上
米
船
幸
便
有
之、

則
別
紙
之
通
注
文
御
頼

申
上
候、

右
品
ぐ
成
丈
被
入
御
念
町
咤
二

□
被
下
度、

尤
右
注
文
之
内
大
川
内
・
一

ノ

瀬
も
の
焼
物
外
方

□
乍
御
世
話
様
御
調
へ

被
下
度、

此
段
御
頼
の
ミ
奉
申
上
候、

右
之

（

者
）

品
相
調
ひ
候
得
共
卯
左
衛
門
殿
方
迄
御
志
ら
せ
可
被
下
候、

尤
上
米
船
二

而
出
帆
差
急
キ

候
間、

荷
物
出
来
方
卯
左
衛
門
殿
方
御
聞
合
被
成
下、

早
ぐ
船
積
二

相
成
候
様
御
取
計
可

被
下
候、

且
亦
代
金
之
儀
者
荷
物
引
替
二

御
受
取
可
被
下
候、

船
頭
へ
い
さ
ゐ
申
口
置
候

間、

左
様
思
召
可
被
下
候、

先
ハ
此
段
御
頼
申
上
度
如
此
二

御
座
候、

以
上

六
月
廿
二
日

播
磨
屋勘
三
郎

運
ん
だ
船
あ
た
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

て
注
文
書
を
送
付
し
た
の
で
あ
る
か
ら、

越
後
か
ら
長
崎
へ

幕
府
の
天
領
米
を

23
に
も
一

通
を
あ
げ
た
。

「
長
崎
上
米
船
」

と
は
何
か
。

こ
の
船
を
幸
便
と
し

両
を
超
す
借
入
金
の
あ
っ

た
播
磨
屋
勘――一
郎
は
越
後
新
潟
の
商
人
。

す
で
に
応

0
3
 

N
5
 

泊
54
（
同
二

年）

等
の
武
富
家
棚
揚
に
お
い
て
金
千

こ
れ
は
ま
さ
し
く
油
3
．

油
7
．

め
12
の
萬
屋
治
右
衛
門
書
状
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る

同
日
付）
。

（
慶
応
元
年）

ぶ
12
の
文
末
に
「
国
元
世
話
人
合
も
書
状
」

の
そ
れ
に
当
る
。

武
冨
七
太
郎
様

い
づ
ミ
屋

幸
三
郎

8



任
幸
便
二
以
手
紙
啓
上
仕
候 、
残
暑
之
硼
先
以
其
御
地
御
家
内
御
皆
様
弥
御
堅
勝
被
成
御

座
珍
重
奉
存
候 、
次
二
嘗
方
無
別
条
罷
在 、

乍
憚
御
休
意
思
召
可
被
下
候 、
然
者
御
宅
二

而
積
入
申
候
荷
物
之
内
唐
鳥
絵
三
ツ
組
丼
段
ぐ

商
内
仕
候
へ
ど
も
皆
ぐ

破
談
二
相
成 、
尤 、

代
呂
も
の
甚
以
不

足候
二
付

国
口
舌
而
ハ
無
御
座
候
哉
と
一
ぐ

相
改
候
虐
不
残
下
物
二
御

（

絵
）

座
候
而
大
イ
ニ
迷
惑
仕
居
申
候 、

井
二
唐
鳥
へ
大
切
溜
十
枚
入一
俵
破
談
申
来
候
二
付
相

改
申
候
処 、
内
ぐ

間
四
枚
引
弐
枚
御
座
候 、
誠
二
貴
家
様
是
迄
御
実
鉢
之
事
故
無
心
置
賓

捌
候
処 、
右
之
仕
合
二
付
大
イ
ニ
常
惑
仕
候 、
尤 、

其
外
之
荷
物
二
者
別
条
無
御
座
候 、

右
之
内
唐
鳥
へ
三
ツ
祖
丼
壱
与
手
本
差
下
申
候
間
御一
見
可
被
下
候 、
尚
追
而
貴
顔
之
節

n5
9
 

N
7
 

裏）
メ

な
備
前
児
嶋

D
 

（

表
）

「
肥
前
伊
万
里

堀
端
七
太
郎
様

其
外
―――
ツ
組
丼
壱
与
添

七
太
郎
様

ハ
月
廿
三
日

度
早
ぐ 、

以
上

焼
物
屋七

太
郎
様ヵ

参
御
中

福
昌
丸嘉

市

は
り
ま
や

勘
三
郎 （

可
）

尚
手
頭
府
帳
紙
二
模
様
書
留
メ
入
日
記
付
被
成
下
候

（

あ
）

二
白
申
上
候 、

賞
春
御
世
話
被
成
下
候
瓶
之
儀
誠
二
品
柄
阿
し
く
捌
□
不
宜 、

損
分
二
も

相
成
候
間 、
近
頃
御
面
倒
様
ニ
ハ
御
座
候
得
共 、

右
代
金
之
内
五
両
金
も
直
引
致
呉
候
様

御
懸
合
置
可
被
下
候 、
何
連
明
年
其
御
地
へ
罷
出
御
物
語
可
申
上
候 、
先
ハ
右
御
頼
申
上

）
の
例
の
計
算
は
誤
り
な
し
で
あ
る。

一
錦
手
寿
福
割
ヘ

十一

玉
口
八
寸
丼

引間上
壱壱七

か
に
算
違
い
で
あ
る。
ま
た、

（
四
0
匁
X
0
•

五

）

を
以
て
す
る。

サ
ー

出
す
る
方
法
は、

上
ー
四
十
匁
・
間

壱
I
百
六
十
四
匁

（

絵

一
同
山
水
へ

四
0

丸
三
組
丼

上
廿
六
組

間

三
組

引

壱
組

に
つ
い
て
は
次
に
事
例
を
あ
げ
る。

堀
端
七
太
郎
様

早
ぐ

以
上七

月
八
日

巳

福
昌
丸嘉

市

「
|弓」

委
敷
御
噺
可
申
上
候
へ
ど
も 、
先
右
之
段
御
聞
置
可
被
下
候 、
右
用
事
斗
如
斯
二
御
座
候 、

（

か

よ

う
）

備
前
国
児
嶋
郡
逼
生（
倉
敷
市
児
島
通
生
か）
か
ら
発
せ
ら
れ
た
福
昌
丸
（
萬

屋
か）

嘉
市
の
こ
の
書
面
は、

武
富
家
に
と
り
極
め
て
き
び
し
い、

同
家
の
信

用
に
か
か
わ
る
内
容
を
卒
ん
で
い
る。

国
□
万
語
意
が
不
明。「
間」

こ
の
三
ツ
組
丼一
株
の
価
格
を
算

ー
（
四
十
匁
X
0
・
七）

九
百
〇
弐
匁

（
武
富
家
襖
下
張
文
書）
。

7

ヴ
り
允

ぶ

一し
「

り

；
只[
\

ヽ

左一

-911り
�

喜叩一

り

0

、

.

Ti
卜
y

わ／h
r

ー

n

ぷ
3lレ

｀

』

習“

と
こ
ろ
が
実
際
の
計
算
で
は
壱
I
百
四
十
四
匁
に
し
か
な
ら
な
い

あ
き
ら

，
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N
8

一

筆
啓
上
仕
候 、

時
分
柄
暖
氣
相
成
御
座
候
虐 、

先
以
御
家
内
様
御
揃
益
ぐ

御
機
嫌
能
可

（

着
）

被
遊
御
座
跡
重
之
御
儀
奉
存
候 、

随
而
下
拙
義
三
月
十
六
日
目
出
度
仕
候
間 、

乍
憚
御
休

ヵ

意
思
召
可
被
下
候 、

然
者
御
地
留
逗
中
永
ぐ

御
世
話
様
二

相
成 、

別
而
萬
事
御
添
心
被
下

難
有
仕
合
奉
存
候 、

此
段
以
急
札
萬
ぐ

御
穐
可
申
上
侯 、

猶
又
嘗
秋
御
地
江
罷
越
度
存
候

（

マ

マ
）

間 、

不
相
替
御
引
立
之
程
偏
二

奉
存
候 、

且
ツ
鹿
末
之
物
二

御
座
候
得
共
地
引
鮭
塩
引
壱

本
差
送
リ
申
候
間
御
受
納
被

□‘
猶
□
ロ
ロ
]
萬
も
御
口
申
上
候 、

先
ハ

時
候
御
見
舞

労
御
家
内
様
江
宜

敷
御
博
言
被
下
度
候 、

早
ぐ

以
上

酉
四
月
二
日

武
冨
七
太
郎
様

参
人
ぐ

御
中

正
月
五
日

亀
田
屋

十
蔵

栄――一
郎

幸
吉

る
こ
と
が
で
き
る
。

次
の
め
80
は
、

一

十
三
両

一

七
両

00
 

7
 

和
平

一

十
三
両

一

六
両

ッ§ 士＿

弥
介

竹
弥

一

廿
両

I=

前
儀

一

弐
拾
両

に

井
園

一

弐
拾
両

I=

幸
七

綿
安

櫛
屋庄

右
衛
門

泊
15
に
下
関
櫛
屋
茂
七
ら
の
一

通
を
見
た
が
、

同
じ
下
関
の

櫛
屋
庄
右
衛
門
の
年
始
状
で
あ
る
。

彼
の
名
は
ま
た
め
53
以
下
の
棚
揚
に
も
見

n5
0
N
8改

暦
之
御
吉
慶
不
可
有
尽
期
御
座
重
畳
目
出
度
申
納
候 、

先
以
其
御
地
御
家
内
様
御
揃
益

御
勇
剛
可
被
遊
御
越
年
大
悦
之
御
儀
二

奉
存
候 、
右
年
始
之
御
祝
詞
為
可
申
上

、
以
愚
礼
如

斯
二

御
座
候 、

猶
期
永
日
之
時
候 、

恐
憧
謹
言

出
81
の
亀
田
屋
十
蔵
ら
は
、

塩
鮭
を
贈
っ

て
い
る
の
で
北
国
筋
で
あ
ろ
う
と

推
測
さ
れ、

事
実、

越
後
新
沼
の
商
人
で
あ
る
（
前
出
拙
著
九
0
一

頁）
。

一

五
拾
五
両

一

五
拾
両

別
紙

ツ I快 覚

武
冨
七
太
郎
様

九
月
十
一

日

武
富
七
太
郎
様

御
家
内
衆
中
様

堀
七
分 綿

屋幸
右
衛
門

め
82（

前
欠）

御
儀
奉
存
候 、

然
者
私
儀
も
嘗
六
日
二

入
船
仕
候 、

左
様
御
安
口
可
被
下
候 、

猶
又
此
度
藤
七
様
便
二

金
子
百
拾
両
丈
ケ
差
送
リ
申
上
候
間 、

口
御
世
話
様
二

も
御
座
候

得
共 、

御
尊
家
様
な
先
方
江
宜
敷
様
御
渡
し
置
可
被
下
候
様
御
頼
申
上
候 、

且
又
此
節
私

し
儀
も
く
り
綿
少
ぐ

買
入
申
候
故
此
節
金
子
少
ぐ

間
二

合
不
申
候
間 、

此
次
便
二

残
金
之

儀
者
早
ぐ

御
送
リ
申
上
候
間 、

右
左
様
御
思
召
可
被
下
候 、

又
ぐ

真
綿
百
拾
八
匁
御
送
リ

申
上
候
間
御
請
取
可
被
下
候 、

先
者
此
段
申
上
度
如
斯
御
座
候 、

恐
愧
謹
言

10 



百
拾
両
は
別
紙
「
巫見
」
上
段
の
合
計
二
百
四
両
の
内
金
で
あ
り、

彼
が
堀
七

富）

を
は
じ
め
と
す
る
九
名
の
伊
万
里
商
人
か
ら
「
借
用
」

し
て
い
た
こ
と
を

メ

御
連
中
様

（
武

伊
萬
里武
冨
七
太
郎
殿

綿
屋
幸
右
衝
門
は
た
ぶ
ん
筑
前
芦
屋
の
商
人
で
あ
る
。

彼
が
今
回
送
っ

た
金

下
の
関原

屋
清
右
衛
門
殿

亥
九
月
八
日

亥
九
月
十
六
日

（
武
冨
熊
助

武
熊

以
上

メ
金
百
拾
両
之
辻

右
之
通、
此
度
筑
前
な
送
来
リ
候
付、

右
之
通
割
方
仕
侯
間、

御一
覧
可
被
下
候、

運
ち
ん
相
済
〖
国
岡
田

関
合
伊
萬
里

運
ち
ん
三
百
五
十
文
御
渡

可
被
下
候

右
之
通
積
入
申
候
条、

着
船
之
硼
御
改
御
請
取
可
被
下
候、
萬
一
海
上
之
義
可
為
御
法
候

メ

一
同
弐
拾
八
両

堀
七

伊
万
里

武
冨
七
太
郎
殿
行

着
次
第
彼
地
へ
急
便
御
届
可
被
下
候

一
同
四
両

幸
吉

一
同
四
両

竹
弥

一
同
八
両

弥
助

め
83（
割
印）]

手
廻
リ
合
利

忌
ッ

当
�
相
添

一
同
拾
弐
両

前
儀

井
國

一
同
拾
弐
両

一
同
拾
弐
両

幸
七

一
金
三
拾
両

綿
安

な
っ

て
い
る
。

す
な
わ
ち、

こ
れ
は
同
時
に
、

改
め
て
下
関
原
屋
清
右
衛
門
の
位
置
を
証
拠
立
て
る
も
の
と

で
あ
る
。

既
に
油
31
・

応
52
（
布
忠
か
し
金
弐
千
百
拾
五
両）

な
ど
を
見
た
。

内

一
高
金
百
拾
両 覚

右
之
通
り
御
座
候
と
奉
存
候
間
宜
敷
御
頼
申
上
候、

先
方
様
江
も
別
器
差
送
り
不
申
候
間

宜
敷
御
偲
啓
可
被
下
候、

阿
ま
り
急
便
二
御
座
候
間、
荒
ま
し
書
附
申
上
候

示
し
て
い
る
。

中
段
の
符
号
は
借
用
額
に
対
す
る
百
拾
両
の

按
分
（
案）

れ
を
も
と
に
実
際
の

「
割
方
」

は
九
月
十
六
日
付
「
覚
」

ら
し
い
。

何
故
か
、

和
平
に
対
す
る
配
分
の
み
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

で
、

堀
七
は
二

十
六
両
余、

綿
安
三
十
両、

幸
七
十
二
両·
：
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ

の
よ
う
に
行
わ
れ
た

布
屋
（
田
辺）

忠
吉
は
幕
末
期
武
富
家
と
取
引
・

貸
借
の
あ
っ

た
新
潟
商
人

1 1 



外
小
盆

弐
十
前

弐
品
二
て

吸
物
椀

四
十
人
前

．

角
屋
直
太
郎
殿
行

一

金
弐
両
壱
歩
弐
朱

輪
嶋
惣
朱

壱
組

角
重

弐
組

壱
両
三
朱
ツ
、

若
松
罷
松
竹
梅

蒔
絡
付

メ
壱
箇

同

櫛

弐
枚

一

四
百
五
十
文

箱
壱
ツ

金
蒔
稽
櫛
拌

壱
組

一

金
一

歩

外
朱
角
丸

角
屋
直
太
郎
様
行

七
寸
重
箱

四
段
壱
枚
蓋

大
小

弐
組

三
百
文

（
マ
マ
）

一

金
三
分
一

朱

朱
七
寸
五
段
重

金
蒔
稽
付

壱
組

一

五
百
四
十
文

弐
七

菌
壱
組

黒
通
盆

蒔
絡
付

弐
組

荷
作
り

外
三
百
文

御
仲

一

四
1
六
百
五
十
文

一
五
五

合0-
舎一

内
一

青
光
内
朱

蒔
捨
八
寸
角
平

三
ツ

一

金
五
両（マ

マ）

壱
分
□
朱

桐
た
ん
す

上
壱
悼

A0
内
て

一

三
I
百
文

一
五
五

惣
朱
蒔
稼

八
寸
角
大
平

弐
ツ

別
紙

覚

0

5

 

N

8
 

一
角
屋
直
太
郎
様
行

め

84以
手
紙

一

筆
啓
上
仕

候 、

極
暑
相
成
候
処 、

先
以
其
御
地
御
家
内
様
御
揃
益
御
安
静
被
渡

弥

重
奉
寿
候 、

随
而
嘗
方
無
呉

乍
憚
御
休
意
可
被
下
候 、

此

度
伊
勢
丸
亀
太
郎
殿
船
合 、

御
注
文
之
品
別
紙
之
通
積
入
仕

候
条 、

着
御
改
御
受
取
御
入
帳
被
遊
可
被
下
候 、

去
冬
中

合
色
ぐ

御
世
話
様
相
成
千
萬
難
有
奉
存
候 、

乍
末
筆

候 、

書
外
期
重
便
之
時
候 、

恐
ぐ

謹
言

六
月
十
五
日

武
冨
七
太
郎
様

参
人
ぐ

御
中

輸
島
の
塗
物
で
あ
っ
た
。

植
木
長
右
衛
門

（

別

紙
）

の
よ
う
な
塗
物
類
を
発
注
し
て
い
た
事
実
が
証
明
さ
れ
る
。

こ
れ
は

書
状
で
あ
る
。

武
富
家
な
ど
が
「
覚」

引
き
続
き
新

潟
商
人
の

書
状
を

あ
げ
る
。

御
家
内
様
へ

宜

敷
御
籟
磐
奉
願
上

越
後
新
潟
の
長
植
木
長
右
衛
門
の

右
之
通
御
座
候 、

以
上

植
木
長
右
衛
門
⑲

子
六
月
十
五
日

硯
蓋

三
組

（
マ
マ）

弐
品
配
嘗
着
迄

御
預
り
置
可
被
下

候

越後新潟植木長右衛門の印

12 



一
金――一
歩

一

壱
メ
八
十
文

―
――ー
百
五
十
文

尊
顔
萬
ぐ
可
申
上
候

一
金――一
歩
弐
朱

酉
八
月
一

日

（

印
）

植
木
長
右
衛
の
ロ

D
弐
反

壱
丈
三
尺
八
寸

I
岩
佐
様
荷
物
壱
番
二
入

一

金
弐
歩
弐
朱
卜

百
四
十
文

D
木
綿弐
反

箱
壱
ツ
代

メ
壱
箇

（

廉
）

右
者
弐
簾
詰
合
二
御
座
候、

尊
家
様
合
御
注
文
之
分
ハ
何
成
共
御
引
取、

亀
源
様
二
も
上

ノ
大
平
御
用
之
由
御
咄
し
御
座
候
間、

是
又
御
入
用
丈
ケ
御
引
取、

紅
義
様
二
も
上
ノ
童

箱
壱
両
位
之
品
御
入
用
之
趣
御
咄
し
御
座
候、

是
又
乍
御
世
話
御
偉
言
奉
希
上
候、

残
リ

品
之
儀
者
御
望
之
仁
御
座
候
ハ
、
何
方
へ
な
り
と
も
御
賓
彿
可
被
下
候、

尤
此
地
合
御
地

迄
運
賃
掛
り
候
間、

左
様
二
御
承
知
可
被
下
候、

十
月
初
二
者
此
地
出
立
罷
出
可
申
候
間、

右
之
通
御
座
候、

已
上 箱

□
金
物
付
四
ツ

〈一
八
百
十
文

弐
七

合0

黒
通
盆

蒔
絡
付
三
組

菌

A0一
壱

壱
歩
弐
朱
ツ

惣
朱
角
丸

八
寸
大
平

押
鳥
へ

弐
ツ

一
金
壱
両一
二
歩
弐
朱
卜

同
角
丸

四
百
文

弐
組

三
歩
弐
朱
卜

＿

＿
桜
ヘ

弐
百
文
ツ
、

二
月
十
一

日

05

7

 

N

8

 

（

マ

マ

）

一

筆
啓
上
仕
候、

其
御
地
益
ぐ
御
勇
健
二
可
被
遊
御
座
御
座
称
重
之
御
儀
奉
存
候、

然
者

（

歩
）

此
度
御
仕
切
表
過
上
銀
高
有
之、

金
弐
拾
両
壱
ア
弐
朱
井
二
仕
切
帳―――
冊
御
下
シ
申
上
候

間、

着
之
硼
二
御
改
御
入
手
可
被
遊
候、

尚
又
仕
切
書
過
日
差
出
し
可
申
上
之
所
大
井
二

延
引
二
相
成
申
候
段、

真
平
御
仁
免
可
被
下
候、

扱
不
相
変
御
荷
物
沢
山
御
登
セ
被
下
度

（

マ

マ

）

奉
希
願
上
候、

先
者
御
断
労
二
早
ぐ
如
此
御
座
候、

恐
恨
謹
言

具
足
屋半
次
郎
店

頼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

武
富
七
太
郎
様

0
6
 

N

8前
文
御
免
可
被
下
候、

先
便
二
金
五
拾
両
也
相
下
し
申
候、

惣
仕
切
之
儀
延
引
仕
リ
候
段

御
用
捨
可
被
下
候、
其
内
直
段
も
下
直
之
品
も
有
之
候
得
と
も
御
用
捨
可
被
下
候、
惣
仕
切

（

厘
）

一

壱
貫
六
百
七
十
目―――
分
七
リ

此
金
弐
拾
両
壱
歩
弐
朱
也

長
崎
飛
き
ゃ
く
な
差
下
し
申
候、

御
入
手
可
被
下
候、

尚
追
ぐ
御
荷
物
沢
山
二
御
積
入
可

被
下
候、

已
上

子一
一
月
十
一

H

細
川
喜
十
郎
は
ど
こ
の
商
人
で
あ
る
か
、

未
詳。

も
っ
と
も
「
長
崎
飛
脚
よ

り
差
下
」

す
と
言
う
と
こ
ろ
か
ら、

大
坂
辺
の
商
人
と
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ、

先
便
に
金
五
拾
両、

今
便
に
惣
仕
切
金
弐
拾
両
余
を
届
け、

以
後
の
荷
送
り
を

武
富
七
太
郎
様

細
lI喜

十
郎
国
皿

13 



銀
売
を
仲
買
中
江

申
出
：．

」

た
ま
た
ま 、

こ
の
具
足
屋
半
次
郎
（
店）

の
金
弐
拾
両
壱
歩
弐
朱
と
同
額
で
あ
る
。

の
一

書
も 、

さ
き
の
細
川
喜
十
郎

武
富
家
の
紀
州
商
人
と
の
取
引
関
係
を
証
拠
立
て
る
例
は
む
し
ろ
少
い

。

同

家
大
福
帳
に
も
鍵
屋
重
兵
衛
ら
数
人
を
見
る
だ
け
で
あ
る
。

同
家
棚
揚
げ
中
に

右
之
通
り
悔
二

借
用
仕
候、

勘
定
之
儀
者
此
度
下
リ
之
節
早
ぐ

御
勘
定
仕
被
候、

為
念
書

次
の
応
89
は

、

①
大
坂
鴻
池
庄
兵
衛
店
よ
り
の
書
状
で
あ
る
こ
と
、

＠
下
関

の
原
屋
清
右
衛
門
が
中
継
ぎ
し
て
荷
が
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

◎
何
よ

り
も

「
右
為
御
登
荷
物
之
義 、

此
節
：・

御
仕
法
御
取
調
中
二

付 、

当
方
二

於
而
ハ

現

「
岡
田
長
之
助
殿
御
滞
坂
二

付 、

右
御
人
江
：·

御
請
合
之
処
御
頼
申
候
二

付
御
承
知
二

相
成 、

則
御
印
形
申
受
：．

」

と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。

◎
に
関
し
て
の
詳
細
な
事
情
は
前
出
拙

附
差
上
申
候、

以
上

巳
ノ二

月
廿
八
日

七
太
郎
様

紀
州嶋

屋
常
五
郎
⑬

一

拾
七
貫
百
目

盃
九
箱
代

但
シ
五
百
七
拾
目
金

Q

8

N

8

 

覚

も
散
見 。

次
の
証
文
は
稀
少
価
値
が
あ
る
で
あ
ろ
う 。

武
冨
七
太
郎
様

専
蔵

鴻
池
庄
兵
衛
店

著
の
第
五
章
7
節
三
0
四
頁
以
下
に
譲
る
が 、

岡
田
長
之
助
が
荷
主
代
表
と
し

「
印
形
」

し
た
も
の
が

、

外
な
ら
ぬ
文
久
四
年
二
月
「

肥
州
御
国
産
陶
器
荷

主
中
御
約
定
書
」

す
な
わ
ち
「

奉
差
上
定
置
一

札
之
変」

で
あ
っ

た
こ
と
が
分

（
元
治
元）

年
の
も
の
で
あ
り 、

は
前
年
十
一

月
二
十
一

日
に
起
っ
た
大
坂
の
大
火
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う 。

n5

9

 

N

8

 

一

筆
啓
上
仕
候、

追
日
暖
氣
弥
増
二

御
座
候
虐、

先
以
其
御
地
御
揃
愈
御
壮
栄
可
被
成
御

座
跡
重
之
御
義
二

奉
存
候、

次
二

賞
方
無
呉
罷
在
候
条
乍
憚
御
安
意
被
思
召
可
被
下
候、

然
者
去
ル
正
月
五
日
御
地
な
下
ノ

関
原
清
殿
届
荷
物、

同
人
合
早
船
を
以
裳――一
月
廿
二
日

相
達
即
刻
水
揚
仕、

無
呉
儀
御
蔵
納
相
整
申
候
間、

此
段
御
安
意
思
召
可
被
下
候、

籾
右

為
御
登
荷
物
之
義、

此
節
御
承
知
之
通
御
改
法
御
取
調
中
二

付、
｛
晶
方
二

於
而
ハ

現
銀
賣

を
仲
買
中
江
申
出
有
之
候
二

付、

右
様
二

而
賣
方
相
整
可
申
哉
二

心
得
居
候
へ

共、

夫
二

而
者
直
段
二

相
響
候
義
も
有
之
労
二

而
心
配
仕
居
候
虐、

此
節

御
表
岡
田
長
之
助
殿

御
滞
坂
二

付、

右
御
人
江
御
相
談
候
上
御
請
合
之
虐
御
頼
申
候
二

付、

御
承
知
二

相
成
則

御
印
形
申
受、

去
ル
廿
六
日
外
衝T
I.「-i
御
同
様
二

仕
賣
方
相
整、

捌
方
之
義
ハ

太
鉢
都
合

能
賣
捌
申
候
間、

右
仮
質
附
書
差
送
リ
申
候、

御
着
御
改
御
入
手
被
成
下
御
披
見
可
被
成

下
候、

且
為
替
も
送
り
呉
候
様
被
仰
聞
候
へ

共、

今
便
者
市
前
後
よ
り
彼
是
取
紛
居
附
而

ハ
、

市
後
落
札
書
跡
仕
舞
二
て
取
込
居
差
送
り
不
申
候、

何
連
後
便
合
見
積
り
為
替
金
差

送
り
申
候
間、

左
様
思
召
可
被
下
候、

猶
委
細
之
義
者
無
程
岡
田
殿
御
帰
国
二

付、

其
硼

御
聞
取
可
被
下
候、

先
者
右
之
段
時
候
御
見
舞
労
ぐ
以
書
中
如
此
二

御
座
候、

早
ぐ
已
上

か
る
。

こ
の
書
状
は
文
久
四

「
旧
脹
大
火
」

て
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凡
35
に
も
見
ら
れ
た
肥
前
杵
嶋

武
富
七
太
郎
様

叶
屋長
十

＠

井
書
状
壱
通

右
ハ
布
屋
忠
吉
殿
出

ー 三
月
廿
九
日

一
金
五
百
両

右
之
通
到
来
仕 、
則
為
持
差
遣
申
候 、

参
着
之
上
悔
二
御
請
取
可
被
下
候 、
尚
又
受
取
書

壱
紙
被
仰
付
可
被
下
候 、
先
者
送
リ

壮
如
斯
二
御
座
候 、
以
上

七
月
十
二
日

被
下
候

但
四
包

武
富
七
太
郎
様

（

脹
）

尚
ぐ
御
懇
情
二
旧
蠍
大
火
之
御
見
舞

被
下
恭
奉
存
候 、

御
蔭
二
而
嘗
方
者

餘
程
隔
リ
有
之 、
先
ぐ
価�
呉
二
而
罷

過
申
候 、
乍
憚
此
段
御
安
意
思
召
可

岩
七

勘
助

t'
糸

n
i

o

N

9

 尚
ぐ
此
節
勘
定
魯
差
上
候
而
御
相
談
可
申
上
筈
二

御
座
候
へ

共、

口
方
勘
定
二

而
大
二

取
紛
居
候
間
差

上
不
巾、

金
弐
両
丈
此
者
二

而
御
か
し
被
下
度、

少
く
か
り
越
も
可
有
之
奉
存
居
候
へ

共、

何
卒
弐
両

丈
御
か
し
可
被
下
候、

御
相
談
可
申
上
候

§
i

令
ー，

刃

"
t
ク
”夏

嘉
浚

庁!
ち
ら�

しそ
肥前大町の飛脚屋叶屋山下
屋十の印

大坂鴻池庄兵衛店の専蔵・
勘助・岩七

（
拙
著
六
三
二
頁
に
引
用）

の
連
名
中
に
見
え
る 。

「
山
行」

と
は
す
な
わ
ち

――一
月
廿
二
日

関
屋
正
七
様
便
ニ
―
筆
啓
上
仕
候 、
先
以
其
御
表
御
家
内
様
益
御
勇
健
可
被
遊
御
座
奉
大

（

守
）

悦
候 、

然
者
其
節
御
尊
公
様
山
行
之
留
主
二
て 、

委
細
之
儀
者
面
様
江
宜
敷
頼
置
候
ヘ
ハ 、

此
度
正
七
様
便
二
金
子
五
両
丈
差
送
申
候 、
乍
憚
御
請
取
可
被
下
候 、
猶
又
勘
定
之
詰
者

私
下
リ
之
節
二
仕
候
間 、
夫
迄
御
用
捨
被
仰
付
可
被
下
候 ｀
宜
敷
御
聞
通
被
仰
付
可
被
下

候 、
右
御
断
迄
早
ぐ

如
此
二
御
座
候 、
恐
憧
謹
言

魚
屋輿

平

武
冨
栄
助
様

筑
前
山
鹿
魚
屋
与
平
の
名
は
弘
化
三
年
「

陶
器
組
仲
間
締
方
極
一

札
之
事」

皿
山
行
き
で
あ
る 。

裏
）ー――一月

廿
二

日

出
ス

魚
屋
典
平

（

表
）

め
91
「

肥
前
伊
万
里
に
て

武
冨
栄
助
様□

要
用

従
筑
前山

鹿

る 。 以
上
は
七
太
郎
を
名
宛
て
と
し
た
も
の 。

以
下
栄
助
へ
宛
て
た
一

群
を
あ
げ

借
用
を
依
頼
し
て
い
る 。

前
記
新
潟
の
布
屋
忠
吉
よ
り
の
も
の
で
あ
る 。

つ
い
で
に
彼
自
身
も
金
二
両
の

郡
大
町
の
飛
脚
屋
叶
屋
辰
十
の
送
り

状
で
あ
る 。

理
金
五
百
両
·

書
状
一

通
は

15 



こ

i\
、も
9
]]＾人

“
ふ
9IlJ1"
 
t伐

＂
？i

1

心
と

怜
1
佑

h'
 

合

四
月
十
八
日

（

表
）

闘
「
武
冨

げ
：
：
圏

（

裏
）

メ

四
月
十
八
日

田
村
屋幾
三
郎

合
土
佐

（

表
）

ぬ
93
「
肥
前
伊
萬
里

武
冨
栄
助
様

酒
井
屋清
吉

送
る
と
言
っ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う。

尚
ぐ

本
文
今
夕
上
リ
ニ

付
取
紛
乱
籠
文
略
御
免
可
被
成
下
候

裏
）

メ六
月
十一
一
日

れ
る
の
は、

代
金
を
「
大
坂
廻
り」

（

表
）

め
94
「
伊
万
里
二
て

武
冨
栄
助
様

の
菓
子
鉢
に
つ
い
て
の
督
促。

注
目
さ

伊
万
里
逗
留
時
に
つ
い
て
の
礼

注
文

土
佐
田
村
屋
幾
三
郎
の、

す
な
わ
ち

以
幸
便一
箪
啓
仕
候、
暑
氣
相
催
候
総、
先
以
其
御
地
御
家
内
様
被
成
御
揃
益
ぐ
御
勇
健

被
成
御
渡
目
出
口
度
奉
存
候、
嘘
而
嘗
方
私
家
内
無

□
罷
在
居
申
候、
乍
憚
左
様
御
休

口
可
被
下
候、
然
者

□
と
ふ
留
之
節
者＿

＿
千
蔦
難
有
仕
合
奉
存
候、

援
又

先
達
而
注
文
仕
候
品
か
し
鉢
此
節
御
積
入
被
遣
候
哉
如
何
と
相
考
申
候
故
此
度
〈
笹
御
便

を
以
申
上
候
間、
右
之
御
左
右
御
聞
せ
可
被
下
候、
尤
金
子
之
儀
者
急
二
大
坂
廻
り
を
以

相
廻
可
申
候
間、
此
だ
ん
御
承
知
可
被
下
候、

若
又
未
荷
物
積
入
二
相
成
不
申
候
得
者
此

度
L
ー」
者
御
積
入
被
下
度
奉
頼
上
候、

先
者
取
急
キ
各
ヽく
用
事
迄
申
上
度
早
如
此
御
座
候、

恐
憧
謹
言

四
月
廿
四
日

従
大
坂

田
中
屋

忠
兵
衛

以
手
紙
啓
上
仕
候、
向
暑
之
絢
二
御
座
候
得
共、

御
家
内
様
益
ぐ
御
壮
栄
二
可
被
遊
御
凌

（

当

力

）

珍
重
二
奉
存
候、
然
者
早
春
ハ
御
地
滞
留
中
だ
ん
／
＼＼
預
り
御
世
話
様
恭
奉
存
候、

扱
嘗

年
ハ
殊
之
外
順
風
二
而、

御
地
四
月
六
日
出
帆
い
た
し、
同
十
五
日
新
か
た
着
仕
候、

乍

憚
御
安
意
可
被
下
候、

其
節
借
用
仕
候
焼
物
代
金
拾
両
早
速
贈
り
さ
し
上
申
候
間、

其
着

御
落
手
可
被
下
候、
先
ハ
右
等
申
上
度、
乍
末
筆
皆
ぐ
様
へ
よ
ろ
し
く
御
偲
磐
可
被
下
候、

ロ酒
井
屋
清
吉
は
越
後
三
条
の
商
人
で
あ
る
が、

伊
万
里
滞
留
中
の
礼、

伊
万

里
四
月
二
日
出
帆

同
十
五
日
新
潟
着、
「
当
年
ハ
殊
之
外
順
風」
。

焼
物
代

金
拾
両
の
送
付
を
記
す。

武
富
栄
助
様

尚
ぐ

四
月
廿
四
日
認
出
ス

裏
）

メ

従
越
後
三
條

封
金
拾
両
添
ル

酒
井
屋清

吉

16 



需
便一
筆
啓

上

仕
候 、
時
下
大
暑
之
硼
二
御
座

候
処 、

御
家
内
様
益
御
壮
健
被
成
御
座
欣
喜
不

（

マ

マ

）

斜
御
座
候 、
就
而
ハ
御
地
滞
留
中
毎
度
御
邪
r

二
相
成
候
所 、

其
後
御
訊
へ
も
相
怠
失
敬
勝
御

高
免
可
被
成
下
候 、
小
子
も
先
月
廿
六
日
登
仕

候 、

乍
慮
外
貴
意
易
思
召
可
被
下
候 、

尚
又
常

地
氣
配
い
つ
も
な
が
ら
夏
分
横
堀
人
氣
大
だ
れ

二
御
座
候 、
下
拙
荷
物
御
地
積
出
し
四
月
中
末

（

マ

マ

）

1
ャ

l
A

出̀
し
弐
千
斗
り
嘗
月

上

旬
嘗
着
致
候
得

｀

共 、
前
文
之
次
第
故
其
儘
蔵
入
致 、
執
七
月
末

八
月

上

旬
之
比
賣
方
可
仕
候 、

常
地
商
用
幸
イ

（

赴
）

隙
之
折
柄
ゆ
へ
東
行
存
立
候
而
今
夕
合
罷
上
リ
彼
地
へ
趣
申
候 、
尤
江
戸
表
格
別
之
滞
留

者
致
間
敷 、
八
月
中
比
ハ
出
坂
可
仕
心
得
二
御
座
候 、

下
金
も
合
様
書
口
之
分
ハ
此
度
迄

二
而
大
体
行
届
可
申
候
哉 、

委
細
ハ〈0
様
へ
御
頼
遣
申
候 、

尚
彦
兵
衛
へ
も
阿
ら
ま
し
申

遣
し
置
候
間
宜
御
承
知
可
被
下
候 、

別

□
も
近
く

指
送
り
可
申
候

一
大
鉢
類
矢
張
大
下
直 、

貴
家
様
分
も
前
文
之
振
合
弥
ぐ
右
品
氣
配
阿
り
候
間 、
秋
口
少
ぐ

宛
手
頭

□
何
度
二
も
賣
方
可
仕
候

一
菓
子
鉢
類
も
下
直 、

＠
、
仕
入
111
尺
口
賣
直
脈 、

上

出
来
仕
入
叩

尺

口
灯
だ 、

九

寸
111
位

イ 、
八
寸
110
位
イ

右
ハ
兼
而
御
咄
も
有
之
候
間 、
御
心
得
二
も
可
相
成
候
間 、
乍
序
此
段
阿
ら
ま
し
申

上

候 、

団
裳
春

且
又
八
寸
か
わ
き
な
し
出
来
か
ま
り
二
て
夏
仕
入

並

ニ
メ
間
ヲ
ヘ
し
勘
定
位
イ
御
賣
方
出

来
申
候
ハ
ヽ
、

九

寸
八
寸
下
物
丈
三
十
俵
斗
も
彦
兵
衛
へ
申
遣
し
候
間 、
右
二
相
成
候
ハ

、
同
人
へ
御
賣
可
被
下
候 、

先
ハ
暑
中
御
見
舞
労
右
申
人
度

□
如
此
御
座
候 、
乍
末
筆

御
母
公
さ
ま
始
御
家
内
様
へ
も
御
博
達
御
願
申

上

候 、

尚
暑
も
相
募
随
分
御
厭
専―
二
奉

存
候 、
頓
首

0
5
 

N
9
 

メ

貴
下

「
武
熊
様

（
武
富
熊
助
宛
書
状）

愈

上

＾ 

並

ヽ

口

八、

九

尺

＾ 

径
寸 寸 口

包

1110 Ill 

ご：
仕

| | 十 十
包 ノ‘

包 入

| IO ||土 対 \Ill 

干 宇Jし

＾ ＾ ＾ ノ‘

匁
十 十 十

ヽ

匁 八、五 か
一 、匁 、匁 II仔

十
五

包

「
（
私）

荷
物
御
地
積
出
し
四
月
中

な
お、

符
牒
を
以
て
表
し
た
菓
如
鉢
類
の
値
段
（
仕
入
値
・

売
値）

に
も
注

目
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち、

方
可
仕
」

な
ど
と
、

市
場
の
状
況
等
を
伝
え
て
興
味
深
い
。

つ

も
な
が
ら
夏
分
横
堀
人
気
大
だ
れ
」
、

末
之
分
弐
千
（
俵）

斗
り
」
、

「
其
儘
蔵
入
致、

執
レ
七
月
末
八
月
上
旬
比
売

東
行
（
江
戸
行）

出
立
の
間
際
に
書
か
れ
た
こ
の
手
紙
は
、

前
に
応
25
．

応
28
に
お
い
て
紹
介
し
た
田
中
屋
忠
兵
衛
の
書
状
で
あ
る
。

筑

前
芦
屋
商
人
で
あ
る
彼
の
書
状
が
大
坂
よ
り
発
せ
ら
れ
て
い
る
事
情
に
つ
い
て

は
前
掲
拙
著
の

第
五
章
二

節
二
四
一

頁
以
下
を
参
照
し
て
戴
き
た
い
。

六
月
十――
日

武
冨
栄
助
様

田
中
屋

忠
兵
衛

「
当
地
気
配
い

17 



、

ー
と。

、>
既
に
出
31
に
お
い
て
知
ら
れ
る
愈
す
な
わ
ち
布
屋

廿
七
日
夜

幸
神
丸
明
日
荷
仕
舞
二

付、

運
ち
ん

銀
井
二

弐
番
船
一

条
相
極
申
度
所
存

二

御
座
候
虐、

手
頭
調
妾
大
混
雑
嘗

惑
仕
候、

毎
ぐ
申
兼
候
得
共、

御
光

来
御
加
勢
被
成
下
候
儀
相
叶
申
間
敷

哉、

直
二

射
談
二

而
ハ

双
方
之
勝
手

已
ニ

テ
困
り
入、

何
卒
御
配
意
御
取
持
被
下
候
得
者
難
有
奉
存
候、

此
段
以
書
中
御
相
談

申
上
候、

草
ぐ

戸
物
町）
の
在
伊
中
の
も
の
で
あ
る

（
田
辺）
愈
吉
（
新
潟
瀬

え
ね
ば
な
ら
な
い。
大
混
雑
で
困
っ
て
い
る
の
で、
ご
光
来
い
た
だ
き
加
勢
を

顧
い
た
い、
こ
と
に
仕
入
れ
相
手
と
の
交
渉
を
取
り
持
っ
て
下
さ
れ
ば
有
り
難

n5
6
 

N
9
 

（
前
欠）

御
座
跡
重
之
御
義
奉
恐
賀
候、

小
千
海
陸
無
恙
先
月
廿
四
日
帰
宅
仕
候、

乍
憚

御
休
意
可
被
下
候、

誠
二

御
地
逗
留
中
者
無
限
御
厄
介
相
成
難
有
仕
合
萬
厚
奉
口
謝
候、

然
ハ

兼
而
御
恩
借
仕
候
金
子
之
内、

此
度
千
弐
百
両
也
差
送
り
申
候、

着
之
岡
御
改
御
請

取
可
被
下
候、

就
而
ハ

弐
番
船
幸
神
丸
も
追
ぐ
御
地
へ

廻
船
可
仕
与
奉
察
候、

夫
是
要
吉

義
差
立
候
積
リ
之
虐、

頃
日
な
庄
内
表
へ

罷
越
申
し
不
能
其
儀
二

残
念
之
至、

依
而
金
子

丈
差
送
申
候、

兼
而
御
頼
申
上
置
候
通、

残
り
荷
物
者
申
二

不
及、

其
外
半
紙
生
姜
内
山

な
ら
ち
ゃ
外
尾
角
鉢
御
取
計
御
積
入
被
下
度
奉
頼
上
候、

嘗
所
も
焼
も
の
る
い

存
外
景
氣

（
略
封）。
幸
神
丸
は
あ
す
荷
物
を
積
み
お

吉忠屋布町戸

そ

物
一
瀬潟

印

新
の

9̀

 

く、
ィJ

(
(

二

御
座
候、

御
地
も
為
差
直
下
ケ
に
無
之
与
奉
察
候、

援
唐
物
る
い
之
義
何
分
江
戸
横
濱

廻
り
品
多
ク
、

只
今
賣
方
見
合
居
申
候、

生
蝋
之
義
も
格
別
義
無
之、

来
月
迄
見
合
置
申

候、

紙
生
姜
二
品
丈
思
之
外
利
分
二

相
成
申
候、

尚
又
半
紙
是
非
御
積
入
被
下
度、

尤
上

品
方
計
よ
し、

下
品
者
不
宜
、

左
様
御
承
引
可
被
下
候、

委
細
松
幸
御
相
談
之
上
万
端
よ

（

く
）

ろ
し

九
御
取
計
被
下
度
候、

乍
末
筆

□
様
□
□l
様
お
ま
つ

様
江
も
よ
ろ
し
九
御
饉
贅
之

程
奉
希
上
候、

先
者
此
段
以
書
中
御
願
迄、

早
卒
如
此
御
座
候、

頓
首

（

印
）

布
屋
言

：

追
啓
中
尾
山
行
書
状
壱
通
御
願
申
上

候
、

乍
御
御
面
倒
態
人
を
以
御
届
被
下
度、

尤
先
方

な
返
事
参
り
候
間、

幸
神
丸
二

間
似
合
候
ハ
、

同
人
合

御
送
り
可
被
下
候
、

若
間
似
合
兼
候
ハ
、

大
町
6
大
坂
泉
宗
次
二

し
而
急

便

御
仕
送
奉
願
上

候
、

有
様
明
年
大
村
物
引
合
二

御
座
候
、

登
足
之
硼
、

兼
而
吟
味
之

通
他
所
二

而
仕
入
不

相

成
趣
二

付
｀

い

か
ゞ

相
成
候
哉
、

色
＜

欠

引
も
御
座
候
二

付
、

右
掛
合
状
二

御
座
候
、

左

様
御
承
引
可
被

下
候
、

甚
以

御
手
数
恐
入
候

得
共
壱
升
徳
リ

千
俵
、

五

合
弐
百
俵
丈
御
買
整
被
下
度
、

乍
御
面
倒
下
の

関
次

ニ

し

而
御
送
リ
可
被
下
候
、

併
シ
此

品
沢
山
二

御
座
候
ハ
、

数
何
程
二

而
も
よ
ろ
し
九

候
間、

其
含
二

而
御

（

マ

マ

）

取

計
被
下
度
、

自
然
弐―――

千
俵
程
出
来
候
ハ
ヽ
、

水
瓶
積
合
二

而
船
壱
艘
御
仮
切
被
下
度
、

御
積
送
リ

被
下

（

洗
）

候

様
奉
願
上

候
、

則
注
文

害
荒
切
儀
助
方
へ

遣
し

候
，

代
金
之
俵
御
立

替
被
下
度
奉
願
上

候
、

注
文

書
松
幸

迄
遺
し
置
候
、

御
談
事
被
下
度
候
、

毎
ぐ

御
面
倒
御
願
申
上

候
段
心

外
之
至

奉
存
候
へ

共
、

よ
ろ
し
九

御
配

意
之
程
奉
願
上

候
、

以
上

書
中
で
は、
ま
ず、

①
安
着
を
知
ら
せ、
◎
伊
万
里
逗
留
中
の
厄
介
を
謝
し

た
の
ち、
◎
金
千
弐
百
両
の
送
付、
⑤
弐
番
船
幸
神
丸
の
伊
万
里
廻
航
の
近
い

ず
両
者
は
同一
の
印
判
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る。

52
以
下
の
水
揚
（
棚
揚）
に
あ
っ
て
も
両
者
が
並
ぶ
こ
と
は
な
く、

布
屋
忠
吉
と
こ
の
布
屋―二
之
輔
と
は
同一
人

武
富
熊
助
様

五
月
六
日

の
み
な
ら

（
家）
と
見
な
し
て
よ
い。
No. 
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て
船
壱
艘
を
借
り
切
っ
て
送
っ
て
貰
い
た
い
ー
ー
！
こ
。

策
で
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

。

べ

き
は
そ
の
有
り
様 、

内
実
で
あ
り 、

来
年
取
引
す
る

の 間
に
合
わ
な
い

場
合
に
は
大
町
（
前
出
飛
脚
屋
の
叶
屋
山
下
辰
十

い
る
。

生
蝋
も
同
様 。

®
半
紙
（
上
品）

生
姜
は
利
益
が
あ
る
|
|L
と
。

生

こ
と
な
ど
を
知
ら
せ
る
。

そ
し
て
®
積
み
残
し
た
荷
物
は
言
う
に
及
ば
ず 、

半

紙
•

生
姜
・

（
有
田
内
山
の
）

奈
良
茶
（
碗）

「
大
村
物
」

で
あ
っ
た

。

（
有
田
外
山
産
の
）

角
鉢
を

取
り
計
ら
っ
て
送
っ
て
欲
し
い

。

も
っ
と
も
◎
唐
物
類
は
江
戸
・

横
浜
方
面
か

ら
も
た
ら
さ
せ
る
品
が
多
く

（
安
政
の
開
港
に
よ
る
か）

販
売
を
見
合
わ
せ
て

姜
は
近
・

現
代
に
お
い
て
も 、

特
産
物
と
し
て
新
潟
方
面
へ

、

口
徳
利
（
壱
升
・

五
合）

主
と
し
て
杵
島
郡
中
通
村
（
山
内
町）

犬
走
の

そ
れ
も
伊
万
里
港
か
ら
船
に
よ
り

運
ば
れ
た

。

布
屋
三
之
輔
書
状
の
追
而
書
の
内
容
も
興
味
が
あ
る
。

日
大
村
領
波
佐
見
の

中
尾
山
ゆ
き
の
書
状
に
対
す
る
返
事
を 、

間
に
合
え
ば
幸
神
丸
に
託
し 、

も
し

「
泉
宗
」

継
ぎ
に
し
て
急
送
し
て
頂
き
た
い

、

と
言
う
の
で
あ
る
。

注
目
す

「
兼
而
吟
味
之
通 、

他
所
二

而
仕
入
不
相
成
趣
」

と
は

、

何
か
大
村
藩
の
統
制

の
買
注
文
—
|'
「

下
の
関
次
（
継）
」

に
て

。

も

し
沢
山
ニ

ー
三
千
俵
ほ
ど
に
も
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
水
瓶
（
甕）

と
一

緒
に
し

応

97

（

二

十
）

呈
寸
椿
候、

画
刻
〈
力
殿
与
封
談
い
た
し
候
虐、

11
両
丈
之
処
者
是
非
出
銀
無
之
而
不
相

か
ら
大
坂

n5

8

 

N
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一

筆
啓
上
仕
候、

暖
氣
之
節
二
御
座
候
虞、

先
以
皆
様
御
揃
御
安
康
奉
称
重
候、

二
ニ
小

子
儀
も
今
十
四
日
無
事
帰
着
仕
候、

乍
憚
貴
意
易
思
召
可
被
下
候、

援
逗
留
中
者
い
つ
も

（

マ

マ

）

な
か
ら
御
厄
害
二
阿
津
か
り、

万
端
御
高
配
被
成
下
千
萬
難
有
仕
合
二
奉
存
候、

就
而
者

此
度
連
帰
候
飛
脚
之
人
よ
利
金
百
五
拾
両、

外
二
弐
拾
両
也、

陶
器
代
之
内、

都
合
百
七

（

隣
）

拾
両
也
差
送
申
候
間
御
改
御
受
取
可
被
下
候、

将
又
御
憐
家
貴
君
二
別
紙
差
出
可
申
筈
二

候
得
共、

何
角
取
紛
御
無
礼
仕
候、

乍
憚
宜
御
筏
墜
可
被
下
候、

生
蝋
直
段
之
儀
嘗
節
三

匁
七
合
之
由
承
候、

任
序
御
噂
申
上
候、

先
者
御
礼
妾
申
上
度、

取
紛
以
愚
札
早
ぐ
如
此

御
座
候、

御
老
母
様
御
内
室
様
皆
様
方
へ
も
乍
末
筆
可
然
御
博
達
奉
願
上
候、

恐
憧
謹
言

び
つ
き
が
推
し
量
ら
れ
る
。

）
と
は
分
か
ら
な
い
が 、

武
富
・

綿
安
・

布
屋
・

〈力
（
応
56

)

ら
の
相
互
の
結

19

こ
れ
は
伊
万
里
の
綿
安
か
ら
布
屋
三
之
助
へ

宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

確
実
な

布
屋三

之
助
様

二
月
十
二
日

綿
屋安
右
衛
門

渭
儀
二
而
者
御
座
候
得
と
も、

実
ミ
差
支
候
儀
有
之
候
由
二
而
武
栄
之
方
へ
罷
出
相
談
可

仕
様
被
申
候
故、

定
而
後
刻
二
者
右
人
合
尊
醐
様
之
方
へ
沙
汰
可
有
之
奉
存
候、

惣
而
者

右
圃
圃
之
儀
者
唯
今
荷
作
り
い
た
し
申
候
間、

何
卒
船
手
之
方
御
厚
配
被
下
度
是
又
御
願

上
候、

何
も
赦
も
御
打
懸
御
願
仕
候
段
思
召
も
如
何
与
奉
恐
入
候
得
共、

参
上
之
末
二
而

萬
事
御
頼
申
上
候
条、

何
分
互
敷
御
取
計
可
被
下
候、

い
つ
連
口
方
貴
面
上
萬
ミ
御
礼
可

申
上
与、

文
略
御
高
免
可
被
下
候、

以
上



No. 
100 

「
西
肥
武
富
熊
助
様

平
安
要
用
書

武
富
熊
助
様

閏
八
月

恐
裡
謹
言

池
98
は
ふ
た
た
び
原
屋
清
右
衛
門
か
ら
の
送
金
状
で
あ
る 。

生
蝋
の
値
段
を

知
ら
せ
て
い
る
の
は 、

n5
9

 

N
9

 

と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る 。

武
富
熊
助
様

四
月
十
四
日

原
屋
内

善
吉

原
屋善
吉

下
関
が
蝋
の
北
国
方
面
へ
の
集
散
市
場
で
あ
っ
た
こ
と

め
99
．

め
100
は
と
も
に
原
屋
善
吉
の
も
の
で
あ
る 。

尚
ぐ

御
頼
申
上

候
酒
入
用
服
た
ん
ぽ

御
座
候
得
者
壱
ッ＿

＿
可
被
下
候
、

以
上

一

箪
啓
上
仕
候、

秋
冷
之
節
御
座
候
虐、

先
以
御
家
内
様
益
御
揃
御
勇
健
可
被
遊
御
座
目

出
度
奉
存
候、

次
二

私
義
無
事
相
勤
申
候
間
乍
憚
御
安
意
思
召
可
被
下
候、

採
又
常
春
者

お
す
え
さ
ま
御
上
京
之
段
目
出
度
奉
存
候、

御
下
リ
之
節
御
無
事
御
帰
宅
被
遊
候
与
奉
察

入
候、

一

御
親
父
栄
助
様
へ
宜
敷
御
偉
啓
奉
頼
上
候、

先
者
右
御
見
舞
労
以
愚
札
如
斯
御
座
候、

原
屋清
右
衛
門

助）
、

酒
井
屋
清
吉

尚
ぐ

申
上

候
、

追
ぐ

暑
サ
き
び
し
く
相
成
候
間
、

御
母
様
御
用
心

専
―

二

奉
存
候、

以
上

一

筆
啓
上
仕
候、

大
暑
之
節
二

御
座
候
虐、

先
以
御
家
内
様
御
揃
益
御
勇
健
可
被
遊
御
座

大
悦
至
極
二

奉
存
候、

次
二

私
義
無
美
罷
在
候
間
御
安
心
可
被
下
候、

然
者
春
之
頃
者
永

ぐ
御
世
話
二

相
成
申
候、

此
段
御
礼
申
上
候、

乍
末
筆
質
場
御
家
内
中
様
江
御
偲
言
宜
敷

（

候
）

御
頼
申
上
候、

先
者
時
向
御
見
舞
妾
以
愚
札
如
斯
二

御
座
候、

恐
愧
謹
言

六
月
十
六
日

以
上、

応
62
か
ら
応
lOO
ま
で
は
い
わ
ゆ
る
旅
商
関
係
の
分
で
あ
る 。

地
域
的

筑
前

叶
屋
嘉
七 、

脇
浦
半
次
郎 、

田
中
屋
忠
次
郎 、

塩
屋
定
重 、

掛
屋

（
山
鹿
世
話
人
中）

、

綿
屋
幸
右
衛
門 、

伊
予
桜
井

山
本
屋
覚
蔵

田
中
屋
忠
兵
衛 、

魚
屋

新
潟

播
磨
屋
勘
三
郎 、

亀
田
屋
十
蔵
・

栄
三
郎 、

布
屋
忠
吉
（
同一＿一
之

備
前
児
嶋

福
昌
丸
嘉
市

土
佐

田
村
屋
幾
三
郎

下
関

1
原
屋
清
右
衛
門 、

虎
屋
安
右
衛
門 、

櫛
屋
庄
右
衛
門

博
多

紙
屋
治
郎
吉
・

弥
兵
衛

与
平

二
郎
平 、

に
分
類
す
れ
ば

武
富
熊
助
様

蛭
子
屋
久
五
郎 、

吉
野
屋
儀
兵
衛 、

萬
屋
治
左
衛
門

原
屋
内善

吉

20 



79
参
考
）

七
太
郎
様

四

月
朔日

有
田
皿

山
関
係
の
書
状
等

百七
十
三

応
101

覚

八

十

一

柳
絵本
皿

（
四十弐十九十

一

費絵
小
皿

（
五十三十六

（
瑠璃
）

弐
百六十

□四
百
廿二
而
候
得

共弐
十不
足
也

一

留
リ小
皿
（
百
ッ

四
百
ツ

六十五

右

之
通
差
下
申
候、

御
請
取
可
被
成
候、

惣し

て

先
達
而
御申

上
置
通
之
勘
定
二
而

今
日

ハ

皆済

御算
用
被

成御
加
し
可
被
下
候、

深
ぐ

奉
願
上

候、

以
上

伊
三
郎

差
出
人
伊
三
郎
の
皿
類
の
送り

状
で
あ

り、

百四
十

（
不
詳）

具
足
屋
半
次郎

大坂
|

—
細
川
喜
十
郎、

鴻
池
庄
兵
衛
店

紀伊
|

_
嶋
屋
常
五郎

同
時
に
代
金
の

決
済
を
求
め
た

も

の
で

あ
る。

例
を

柳
絵
本
皿
に
と
れ
ば、

百
四
十

箇
の
う
ち、

四
十

箇
は
間
（
七
懸）
、

二
十

箇
は
引
（
五
懸）

八
十

箇
は
上、

で
算
用
し
た
で
あ
ろ
う
（
め

「
弐
ツ
過
上
」

な
ど
は
そ
の
時
の
加
筆
で
あ
る
。

右
之
通
御
受
取
可
被
成
候

武
富
様

八
兵
衛
よ
り
の
書
状。

請
取
印
は
武
富
側
の
も
の
で
あ
ろ
う。

十
月
朔
日

八
兵
衛

弐
ツ
過上

一

復
書
へ

鳳
吉
十
壱

和
へ

物

同
同
人

一

竹
割

湯
呑

壱
ツ
不足

薗＋
夫
熊
太
郎

一

口
紅
桐
ヘ火入

薗
三
十
弐

常
助

一

龍
濃
ヘ同

下也

面
園
三
十
弐

夫
同
人

一

祢
じ
割
へ

園
園
弐
拾四

極
真
仙
茶

夫
常助

一

薄用
へ

和
へ
物

園
園
五
百十常太

郎

一

唐
花ヘ角

弁
常

圃
圏
六
十弐倉吉

一

山
水へ火鉢

園――
-+

夫
常助

め102

壱
ツ
不足

一

龍
割
ヘ

八
寸丼

覚

下也

凰
五
ツ夫

常助

「
壱
ツ
不
足」

21 



熊
与
得
御
意
候、
久
ぐ
御
疎
遠
二
罷
過
失
敬
申
上
候、
然
者
先
日
ハ
外
尾
釜
揚
之
儀
二
付

而
納
銀
方
御
相
談
差
造
候
得
共、
其
御
元
衆
中
茂
増
運
上
銀
之
儀
二
付
打
寄
御
吟
味
中
二

め
105 以

上「
武
富
七
太
郎
様

御
尊
下
専
用

先
日
ハ
御
出
浮
被
下
候
得
共
大
形
之
い
た
り
御
座
候、
然
者
常
月
も
月
限
二
相
成
候
得
共、

内
輸
彼
是
と
繰
合
も
有
之
候
条、
何
卒
金
拾
両
今
日
限
リ
御
情
借
被
成
下
度
御
相
談
申
上

候、
至
而
極
ぐ
之
儀
二
御
座
候
条、
宜
敷
か
へ
す
／
＼
奉
頼
上
候、
其
硼
申
談
置
候
油
此

（

番
）

（

番
）

人
二
而
被
仰
付
可
被
下
候、
惣
而
捻
割
丼
弐
ば
ん
七
ツ
三
ば
ん
十
過
上
二
御
座
候
故
則
差

下
シ
可
申
候、
御
請
取
可
被
下
候、
先
ハ
労
為
可
得
其
意
早
ぐ
以
上

三
月
廿
九
日

メ

メ

応
104
「
武
富
七
太
郎
様貴

下

四
月
朔
日

油
103

「
武
富
七
太
郎
様尊

下

立
林
峯
吉

立
林
峯
吉

（

マ

マ

）

昨
日
ハ
詰
構
之
海
草
被
下
恭
厚
褐
申
上
候、
乍
憚
御
内
方
へ
も
御
橙
御
偲
啓
可
被
成
下
候、

左
御
座
候
而
昨
日
卯
平
次
を
以
及
御
相
談
候
金
之
儀、
反
用
二
付
極
ぐ
難
渋
之
参
掛
リ
御

（

マ

マ

）

座
候
条、
何
卒
此
人
二
而
御
情
借
被
下
成
度
偏
二
奉
頼
上
候、
先
ハ
右
為
可
得
御
意
早
ぐ‘

立
林
峯
吉

か
で
不
在

先
H、

外
尾
釜
の
釜
揚
げ
に
さ
い

し
所
要
の
納
銀
（
運
上
銀）

の
こ
と
で
、

右
の
納
銀
借
用
も
お
断
り
な
さ
い

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら

銀
な
ど
の

決
算
が
必
要
な
）

節
句
前
に
は

少
々
は

貸
す
か
ら
誰
か
人
を
遣
る
よ

と
聞
き
、

ぜ
ひ
金
五
両
の

貸
与
か
た
を
相
談
し
て
下
さ
る
よ
う
依
頼
致
し
ま
し

た
。

と
こ
ろ
が

平
兵
衛
殿
か
ら
は

何
の

音
沙
汰
も
な
く、

い
っ
こ

う
に
は
っ

き
り
し
ま
せ
ん
の
で
、

改
め
て
こ
の

者
を
遣
わ

う
に
と
の
仰
せ
に
し
た
が
い
、

い

ま
は
他
所
行
き
と

さ
い
わ
い

平
兵
衛
殿
が
お
宅
へ

お
出
で
に
な
る

（
賃

つ

き
協
議
中
の
た
め
、

こ
ち
ら
（
有
田

へ

の
お
出
か
け
さ
え
無
理
な
状
況
と

相
談
申
し
ま
し
た
が

そ
ち
ら
（
伊
万
里
）

の

方
々
も
運
上
銀
の

増
賦
対
策
に

る
が
、

と
く
に
No
105
は
注
目
さ
れ
る
。

概
要
は
次
の
と
お
り
。

而、
此
方
へ
御
出
浮
被
成
下
儀
さ
え
不
相
叶
御
振
合
二
而、
納
方
之
儀
も
御
情
借
之
段
御

断
被
成
被
申
候、
然
し
節
句
前
ニ
ハ
少
ぐ
な
り
共
御
借
用
可
被
仰
付、
則
節
句
前
た
そ
差

遣
可
申
候
段
被
仰
越
恭
承
知
仕
候
故、

幸
平
兵
衛
殿
御
宅
御
出
之
よ
し
二
付、
何
卒
金
五

両
御
取
替
被
下
様
御
相
談
被
成
下
度
頼
越
候
得
共、

昨
日
迄
何
た
る
沙
汰
も
無
之
候
故、

定
メ
而
空
敷
罷
帰
リ
被
申
哉
与
推
察
い
た
し
候
得
共、
為
念
平
兵
衛
殿
及
尋
問
二
候
所、

折
節
他
行
之
由
二
而一
向
有
無
分
明
不
致、
夫
故
此
者
態
ぐ
差
遣
申
候
条、
何
卒
右
金
庄

（

マ

マ

）

（

足
）

屋
元
合
も
折／
�
之
催
促、
又
ハ
節
旬
肴
代
と
て
も
不
速
御
座
候
間、
御
情
借
之
程
く
れ

（

マ

マ

）

／
＼
奉
願
上
候、
撰
方
之
儀
も
夫

（
相
整
置
申
候
条、
御
出
浮
之
程
奉
希
上
候、
以
上

三
月
六
日

頁）
。

こ
れ
ら
三
通
と
も
武
富
七
太
郎
と
の
密
接
な
関
係
を
物
語
る
も
の
で
あ

こ
の
立
林
峯
吉
は
南
川
原
の
釜
焼
で
あ
っ

た

の

借
用
を
ご

（
『
肥
前
陶
磁
史
考
』

三
五
七
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No. 
107 
「
伊
万
里

武
冨
茂
十
様要

用

外
尾
山

青
木
嘉
平
次

茂
十
様

九
月
廿
一

日

嘉
平
＠

右
之
分
納
方
有
之
候
処、

内
金
五
両
丈
此
者
江
御
借
可
被
下
候、

以
上

池
106

一

金
拾
両
0
五
勺
五

覚

「
節
旬
前
」

に
要
す
る
金 、

「
節
旬
肴
代
」

釜
揚
げ
時
の
運
上
納
銀
に
関
し
て
は

の
金
な
ど
の
融
通
は

、

伊
万
里
の

『
有
田
町
史
』

陶
業
編
I
に
述
べ

ら
れ

し
ま
す
か
ら 、

く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す

。

庄
屋
か
ら
も
納
銀

を
督
促
し
て
き
て
お
り
ま
す
し
、

ぞ
お
出
で
を
お
待
ち
し
ま
す

。

て
い
る
が

、

山
を
期
待
す
る
な
ど

、

ま
た

節
句
の
肴
代
な
ど
に
も
不
自
由
し
て
い

ま
す

。

釜
揚
げ
し
ま
し
た
焼
物
の
撰
り
分
け
も
済
ん
で
お
り
ま
す
の
で

、

商
人
と

有
田
の
釜
焼
と
の

間
に
は
ご

く
当
り
前
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

ど

う

そ
れ
す
ら
も
従
来
有
田
釜
焼
は
伊
万
里
の
商
人
に
依
存
し
て
い
る

面
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
伊
万
里
商
人
と
し
て
は
焼
き
上
っ

た
製
品

を
取
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
貸
し
付
け
た
の
で
あ
る
。

釜
揚
げ
を
知
ら
せ

、

来

そ
の

関
係
な
し
に
は

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
属
す
る
。

卯
四
月
朔
日

伊
萬
里

茂
十
様

松
蔵

一

大
根
絵
組
物

（

可
）

御
約
束
之
通
此
節
者
御
引
合
被
下
候、

以
上

め
108
三
弐
五

一

書
物
絵

同

一

お
も
高
絵

十
八

一

目

中

弐
三

一

大
根
絵

小
水
担
ヘ

同
物

同
物

中
皿

覚

五
七
五
頁
） 。

定
右
衛
門
に
つ
い
て
は
後
述

。

次
は

外
尾
山
の
釜
焼
と
し
て
名
が
あ
っ

た

J
こ
に
も
ま
た

、

九
月
廿
一

日

嘉
永
六
年
没

。

『
肥
前
陶
磁
史
考
』

「
納
方
」

に
要
す
る
金
の
借
用
願
書
が
あ
る
。

青
木
嘉
平

向
寒
冷
之
虚、

弥
御
堅
勝
之
由
称
重
奉
存
候、

然
者
先
達
而
申
上
置
候
銀
談
一

件
二

付
佐

賀
表
江
罷
越
候
虐、

下
拙
茂
成
丈
与
存、

餘
程
働
心
配
仕
候
得
共、

此
節
之
催
者
一

闘
行

（

繰
）

届
不
申
候
処、

就
而
者
供
日
仕
舞
方
差
支
候
間、

何
卒
尊
公
様
嘗
節
之
儀
者
御
操
合
せ
被

成、

何
程
成
共
金
御
恩
借
被
下
度
呉
ぐ

御
相
談
仕
候、

猶
又
先
日
茂

申
上
候
納
方
之
儀
者

五
両
丈
ケ
之
処
御
借
被
下
奉
頼
上
候、

定
右
衛
門
様
茂
嘗
時
之
処
者
指
詰
リ
ニ

而
御
座
候

間、

是
又
深
ぐ

及
御
相
談
候、

以
上
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弓過

上
七
百
六
拾八
匁
五
分
五
リ

代
九メ

目

I
拾

五
両

正

ミ
九
メ
三

百弐
拾
六
匁
八
分

内
三
百
〇
弐
匁
五
分

（
味
）

正ミ
＝―
メ
四
百
七
拾八

匁
八
分

（

厘）

一
、

九
貫
六
百
拾
0匁

弐
分
五リ

内
弐
百
八
拾
八
匁
四
分
五
リ

合

メ拾

弐
メ
八
百
0
五匁

六分

十一
月
廿
九
日

内
金
壱
両

手
附

十一
月
十
四
日

同
五
両

菊三
郎

行

十
二
月
四
日

同
五
両

同
十
三日

同
五
両

I
金
拾六
両

代
九
メ
六
百
目

弓

残り
三
メ

弐
百
0五
匁

六分

十
二
月
廿

四日
入
札
メ
高

一

八
メ
九
百
四
拾
七匁

弐分
五
リ

ヽ

八
分

内

七百
拾
五

匁
七分
ニ
リ

八

部引

`̀
‘̀
‘̀
‘̀

 

引
八
メ
弐
百
三
拾
壱
匁四

分
五
リ

十
二
月
廿
四
日

内
金
壱
両

手

附

同
晦
日

同
拾
弐
両

正
月
廿
九日

同
弐
両

組

物

代1
高

――一部

引

八
部
引

油
109

覚

十
一月
廿
九
日

入
札

一

三
貫
七
百八
拾
壱
匁
三
分

応
llO
「
武
冨栄

助様

わ
れ

る。

火
急
要
用

伊
十

「

久
太
店
」

は
久
富
太
兵
衛
店
か。

二
月
廿
八日

®様

申
上候

久
太店

差
引

残
り
弐
メ
四
百
三
拾
七
匁
五厘

九
月
廿一
日

内
金
三
両

菊
三
郎
手
附也

弓残

り

六
百
三
拾
七
匁
五リ

外二
十
月
十八
日
賣

三
ツ

芙
蓉
大
丼

壱ツ

三
三

壱ツ

百
三
拾
八
匁
六分

右
之
通
相
見
申
候間、

猶
又
御
引
合
見
被
下、

此
者
江
勘
定
残
リ
被
仰
付
被
下
度
奉
御頼

右
の
二
通
は
有
田
の
釜
焼
ない

し
商
人
か
ら
の
取
引
勘
定
書
の
た
ぐ
い
と思

次
に伊

十
二
通、

峯
蔵
一

通
を
あ
げ
る
が、

彼
ら
は
後
出
の
平
太
郎

（
川
浪）

を

含

め、

相
互
に
深
い
つ

な
がり

を
持
っ
て

い
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る。

以
手
紙
得
貴
意
候、

御
蔭
二

絵
薬
用
達
恭
奉
存
上

候、

然
者

御
病
氣
御
加
減
如
何
二

而
御

座
候
哉
御
窺
申
上
候、

就
而
ハ
中
樽
釜
七
日
八
日
ニ
ハ
火
入
二

相
成、

右
釜
八
番
積
入
可

仕
候
間、

左
様
思
召
被
下

度、

右
釜
揚
ニ
ハ

直
段
不
仕
候
共
平
太
郎
殿
同
様
直
二
相
下
シ
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No. 

lll 

要
用

「
武
富
栄
助
様

ー一

窮
へ

中
皿

一

か
ら
花
ヘ小
せ
ん
茶

一

薄
葉
ヘ十
両
入

一

か
ら
草
ヘ吸

物
わ
ん

一

さ
く
ら
詰
ヘ丸

小

一

か
ら
菊
口
へ丸

小

一

銀
杏
か
ら
花
ヘ反

中

ー

か
ら
岬
ヘ

ヽ

、贔

、
つ

力

し

一

金
丸
上
か
ら
花
ヘ丸
中

（

別

紙
）

小
樽
釜
積
入
之
分

十
一

月
二
日

伊
十

―――
百
斗
り

七
十

百
六
十

百
ツ

百
廿
五

百
廿

百
十

百
廿

（

候
）

可
申
候、

併
シ
先
日
差
上
置
手
形
通
ニ

メ
、

右
八
番
詣
金
子
五
両
丈、

反
的
木
代
等
二

付

急
場
二

而
御
恩
借
被
下
度、

小
樽
釜
六
日
ニ
ハ

揚
リ
可
仕
候
間、

右
釜
揚
ニ
ハ

直
二

相
下

シ
可
申
候
故、

此
釜
貨
二

金
子
五
両、

都
合
金
拾
両
丈
御
恩
借
被
下
間
敷
哉、

此
段
乍
啓

儀
御
相
談
労
ぐ
如
斯
御
座
候、

早
ぐ

頓
首

弐
百
0
五
ツ

八
月
十
一

日

ハ

乍
客
儀
御
相
談
妾
ぐ
如
斯
御
座
候、

以
上

以
手
紙
得
貴
意
候、

然
者
商
も
不
仕
候
内
申
上
兼
候
得
共、

此
節
中
樽
釜――一
番
・

前
釜
四

番
積
入
申
候
虐、

今
朝
平
太
郎
様
御
買
入
之
絵
薬、

伊
十
様
与
咄
合
之
上
壱
斤
買
入
申
候

（

薬
）

間
代
金
四
両―――
歩
之
直
段
相
立
候
処、

此
度
者
此
絵
半
斤
丈
二

而
よ
ろ
し
く
御
座
候
条
、

右
半
斤
丈
御
預
リ
置、

代
銀
四
両一＿一
歩
丈
御
恩
借
被
下
間
敷
哉、

何
卒
偏
二

奉
希
候、

先

No. 

112 

ー内
ぐ

要
用

（

助
）

「
武
富
栄
様

用
顔
を
内
容
と
し
て
い
る
。

ぐ
に
下
す
。

こ
の
八
番
釜

伊
十

八
月
十
一

日

峯
蔵

（
の
焼
物）

当
て
に
五
両
の
金
を、

木
（
櫨
木）

代

（
こ
の
こ
ろ
有
田
大
樽
に
林
伊
十
な
る
釜
焼
が
知
ら
れ
る
。
『
肥
前
陶
磁

史
考
』

五
七
五
頁）

の
出
llO
は
、

⑦
絵
薬
入
手
の
礼、

⑪
中
樽
八
番
釜
に
積
入

れ、

当
七
八
H
こ
ろ
火
入
れ
予
定、

◎
右
釜
揚
げ
の
品
物
は
平
太
郎
同
様、

す

な
ど
緊
急
に
必
要
で
あ
る
の
で
借
用
願、

⑤
六
日
に
予
定
の
小
樽
釜
の
釜
揚
品

も
す
ぐ
に
下
し
ま
す
か
ら
、

こ
の
釜
当
て
に
も
金
互
両
を、

合
せ
て
拾
両
の
借

面
之
上
万
端
可
申
間、

先
ハ

為
存
之
一

筆
差
上
申
候、

以
上

以
手
氏
巾
申
上
候、

然
ハ

峯
吉
殿
合
差
上
候
通、

釜
之
儀
も
書
載
之
通
相
違
無
御
座
候、

絵

薬
代
所
望
之
儀
も
左
様
被
成
下
度
候、

何
与
も
私
存
可
仕
候
間
此
段
奉
願
上
候、

何
連
御
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の
借
金

、

加
え
て
「

古
金
弐
両
」

も
相
談
す
る

。

ー

武
冨
栄
助
様急

用

出
113
「
イ
マ
リ

佐
兵
衛

追
而
申
上
候 、

口
細
之
儀
者
伊
十
様
存
人
ニ
メ
被
成
下
候
様
御
頼
申
上
候

峯
蔵
も
中
樽
釜
三
番
・

前
釜
四
番
に
積
入
れ
す
る
ほ
ど
の
釜
焼
で
あ
る
が

、

こ
れ
ま
で
武
富
栄
助
と
の
取
引
は
な
か
っ
た

。

平
太
郎
保
有
の
絵
薬
を
壱
斤 、

代
金
四
両
三
歩
で
買
い
入
れ
た
が 、

実
際
に
は
そ
の
半
分
し
か
要
ら
な
い
の
で 、

貴
方
の
ほ
う
で
残
り
の
絵
薬
半
斤
を
預
っ
て
戴
い
て

、

金
四
両
三
歩
（
平
太
郎

先
日
者
御
入
来
被
遊
候
虐
誠
二
大
方
千
万
奉
存
候 、

然
者
嘗
節
焼
物
代
二
賞
金
七
両
丈
御

恩
借
被
成
下
度 、

錦
も
の
代
二
嘗
廿
両
丈
今
日
御
恩
借
之
程
偏
二
奉
頼
上
候 、

外
二
古
金

弐
両
丈
図
囮
偏
二
御
相
談
申
上
候 、

以
上

六
月
廿
九
日

⑤

®
様

®
佐
兵
衛
が
ど
こ
の
釜
焼
で
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が

、

物
代
当
て
に
金
七
両 、

と
も
か
く
ま
ず
焼

さ
ら
に
錦
も
の
代
当
て
に
二
十
両 、

合
せ
て―
―
十
七
両

へ

支
払）

を
お
借
し
下
さ
い

と
。

前
の
伊
十
と
親
密
な
間
柄
で
あ
っ
た

。

め
115 深

海
喜
三
郎
は
の
ち
の
平
左
衛
門

メ

別
紙
入

急
要
用
貴
下

油
114
「

武
冨
栄
助
様

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か

。

冨
村
森
三
郎

バ
g
久
苓‘'
心
叶色

ら
応
ぷt

｛
広げ，
炉

陪V,

なもg
t

登心遣瀬戸口源吾（中樽）
の受取証

（
『

肥
前
陶
磁
史
考』

深
海
喜
三
郎

五
七
二
頁
に
は
前

や
「

甲
州
金
」

と
か
が
見
ら
れ
た

。

こ
れ
ら
の
古
金
は
は
は
た
し
て
何
に
使
わ

先
H
者
御
出
浮
被
下
候
得
共 、

乍
例
大
形
千
万
二
奉
存
候 、

然
者
其
硼
御
約
定
申
上
置
候

通 、

今
日
二
限
反
的
急
場
之
節
御
座
候
間 、

何
卒
御
相
談
前
之
通
此
者
二
て
御
恩
借
被
下

度
奉
頼
上
候 、

此
段
御
相
談
得
貴
意
度
如
此
御
座
候 、

以
上

霜
月
廿
二
日

名
喜
三
と
あ
る
）

「
武
冨
栄
助
様

で
あ
ろ
う 。

寒
冷
之
硼
二
御
座
候
虐 、

愈
御
安
康
可

被
成
御
座
称
重
奉
存
候 、

然
者
私
罷
出

御
相
談
仕
筈
二
御
座
候
得
共 、

十
五
日

い
わ
ゆ
る
古
金
に
関
連
し
て
は

、

応
50
1

53
（
棚
揚）

な
ど
に
も
「

慶
長
金

26 



っ
た
の
で
あ
る。

上
の
も
つ
れ
を
仁
戸
田
平
蔵
・
柳
瀬
平
左
衛
門
（
大
樽
の
商
人。
『
肥
前
陶
磁
史

「
久
為
一

件」
、
「
銀
業」

と
言
う
か
ら、

何
か
久
富
家
と
武
富
家
と
の
金
銀

考』

五
八
七
頁）

が
調
停
に
当
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う。

そ
れ
が
不
調
に
終

月
廿
九
日

ー

油
116
「
伊
万
里

武
富
栄
助
様

仁
戸
田
平
蔵

貴
下
御
直
披

柳
瀬
平
左
衛
門

前
二
而
何
分
難
相
迦
御
座
候
間、
乍
略
儀
以
愚
筆
御
相
談
可
申
上
候、
訳
者
反
的
之
儀
二

付
甚
難
渋
罷
在
候
間、
別
紙
之
通
二
1
何
卒
御
恩
借
被
下
候
儀
ハ
相
叶
間
敷
哉
深
重
御
相

談
可
申
上
候、
何
連
貴
顔
上＿

一
、
先
ハ
御
相
談
迄

［

冨
村
森
三
郎
は
赤
絵
屋
（
『
肥
前
陶
磁
史
考』

五―――
三
・
五
九
一

頁）
。

以
手
紙
致
啓
上
候、
先
達
而
者
久
為一
件
二
付
御
人
被
下
候
二
付、
我
ぐ
取
捌、
い
つ
連

与
御
返
答
可
仕
覚
悟
罷
在
候
虐、
久
富
合
世
話
方
相
断
候
様
申
来
候
二
付、
於
我
ぐ
二
而

も
難
落
合
奉
存
候
へ
共、
銀
業
之
義
二
候
ヘ
ハ
不
得
止
事
破
談
仕
候
間、
以
後
之
義
者
御

相
射
二
相
成
候
通
御
知
ら
せ
申
上
候、
何
事
も
其
内
期
御
面
置
可
申
述
候
へ
共、
御
知
ら

せ
申
上
度
辻
ぐ
如
斯
御
座
候、
以
上

あ
り、

窮
丸
清
右
衛
門
に
ほ
か

書
が
既
出
池
59
お
よ
び
応
58
で

た
か。

こ
れ
に
答
え
て
い
る
文

ゆ
る
「
脇
方」

は
何
人
で
あ
っ

べ
く」

と
言
う。

こ
こ
に
い
わ

方
よ
り
銀
調
仕
り
差
上
げ
申
す

存
命
中
で
あ
っ
て、
し
か
も
「
脇

ち
の
（
八
代）

深
川
栄
左
衛
門
真
忠
で
あ
る
が、

書
中
の
父
七
代
栄
左
衛
門
が

武
富
栄
助
の
「
銀
談
之
筋」
（
借
用）
に
対
す
る
返
事
で
あ
る。

森
太
郎
は
の

候

森
太
郎

益
御
安
康
可
被
成
御
暮
弥
重
御
儀
二
奉
存
候、
然
者
先
達
而
銀
談
之
節
被
仰
聞、
其
末
愚

父
罷
帰
リ
候
二
付
御
咄
し
之
趣
申
候
所、
此
方
二
者
金
子
持
合
無
御
座
候
へ
共、
利
足
月

壱
部
弐
朱
半
二
而
宜
敷
御
座
候
ハ
ヽ
、
脇
方
よ
り
も
銀
調
仕
差
上
可
申
候
様
申
談
仕
置
候、

乍
然
右
利
足
之
儀
思
召
も
い
か
、
奉
存
候
得
共、
折
角
御
申
談
二
付
此
段
御
懸
合
申
上
候、

先
ハ
此
段
為
可
得
貴
意
如
是
御
座
候、
以
上

二
月
十
四
日

尚
ぐ
慶
長
金
弐
ア
御
送
被
下
恭
御
厚
橙
申
上
候、
い
つ
連
其
内
国
m
閲四
万
ぐ
御
裕
可
申
上

No. 

117 

栄
助
様

急
用
御
内
談
貴
下

「
至
伊
万
里

武
富
栄
助
様

、1
封

ー

一

＇（

今
9
“
し

の

さ
ま
＊
なt
8

円

ー＂
t＇

一
謹

＇
栄
＇
ー、＂

 

白太森
,'‘,
 
深
書

f・
｀
廿
t�

t
じ
/
\
\
 

有
田
合深

川
森
太
郎
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ー

要
用
貴
下

め

119
武
富
熊
助
様

あ
げ
る
川
浪
平
太
郎
の
書
状
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち

や
は
り
金
子
借
用
の
申
入
れ
で
あ
る
。

彼
は

な
ら
な
い

。
五
月
二
日

も
の
の
内
か
ら
差
し
上
げ
る

、

メ

め

lls
「
武
富
栄
助
様

急
要
用

川
浪
平
太
郎

と
言
う 。

彼
と
平
太
郎
と
の
間
柄
は

、

光
太
郎

よ
り
の
借
用
も 、

あ
る
い
は
同
質
の
も
の
で
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い

つ
ぎ
に

つ
い
で
に
言
え
ば
武
富
家
の
棚
揚
史
料
め
52
以
下
に
あ
る

「
深
川
」

は
有
田
本
幸
平
の
絵
薬
屋
（
商
人）

と
し
て
見
え
る

。
『

皿
山
代
官
旧

記
覚
書』
） 。

任
幸
便
一

筆
致
啓
上
候、

罷
出
御
相
談
可
申
上
候
虚、

委
細
此
人
江

申
含
申
上
候、

然
者

此
節
中
樽
釜
平
太
郎
殿
積
合
二

半
間
積
入
申
候
処
、

近
比
申
上
兼
候
得
共、

金
子
少
ぐ

御

恩
借
被
下
間
敷
哉、

尤
品
物
釜
揚
之
上
極
上
之
内
差
上
可
申
候
間、

何
卒
奉
頼
上

候、

先

ハ

此
段
乍
各
文
御
相
談
妾
如
此
御
座
候‘

□
□
□]

に
半
間
分
を
積
み
入
れ
た
釜
焼
で
あ
っ
た

。

品
物
は
釜
揚
げ
の
う
え 、

極
上
の

（
川
浪）

平
太
郎
の
中
樽
の
釜

（
霧
丸
氏

め
120

ー

「
到
イ
マ
リ
堀
端
へ

武
冨
栄
助
様

御
内
要
用

従
上
幸
平
山

川
浪
平
太
郎

金
三
十
五
両
に一
一
両
五
合
の
不
足
が
あ
っ
た

。

以
手
紙
啓
上
仕
候、

然
者
光
太
郎
家
居
□
敷
銀
之
手
形
其
元
様
江
相
預
ヶ
被
置
候
処、

此

節
元
家
主
な
金
子
相
捌
候
故、

右
敷
銀
之
手
形
今
日
此
人
江
相
渡
可
被
下
候、

左
候
得
ハ

手
形
引
替
金
子
受
取
早
速
指
送
候
間、

左
様
思
召
可
被
下
候、

（
歩
）

次
二

節
句
前
送
リ
被
下
候
金
子
三
拾
両
包
之
内
弐
両
弐
ア
不
足
二

御
座
候
故、

弐
拾
七
両

弐
ア
之
請

取一

＿
此
段
御
点
合
可
申
上
候、

先
ハ

如
斯
御
座
候

三
月
五
H

い
「

敷
銀
の
手
形
」

と
は
何
か

。

光
太
郎
へ

家
を
売
っ
た
人
が
元
の
儘
住
む

に
つ
い
て
差
し
入
れ
た
敷
銀
証
書
で
あ
ろ
う 。

光
太
郎
が
家
を
買
い

取
る
資
金

を
武
富
家
に
仰
い
だ
の
で

、

そ
の
証
書
は
同
家
に
預
け
ら
れ
て
い
た

。

こ
の
た

び
元
家
主
が
買
い
戻
す
の
で

、

敷
銀
証
書
は
光
太
郎
か
ら
元
家
主
へ

返
す 、

云

々
。

と
ヽ

川
浪
平
太
郎
が
こ
の
世
話
を
焼
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

回
節
句
前
の
送

上
幸
平
の
釜
焼
で
あ
る
川
浪
平
太
郎
の
栄
助
・

熊
助
へ

宛
て
た
書
状
は
な
お

三
通
あ
る
。

す
な
わ
ち 、

以
手
紙
得
御
意
候、

然
者
此
地
乍
自
儘
昨
日
差
遣
候
亘
リ
御
聞
啓
被
成
下
候
而
被
遣
被
下

候
亘
リ
難
有
仕
合
奉
存
上
候、

就
而
ハ

槍
薬
飛
切
壱
斤
清
天
印
弐
斤
粉
薬
壱
斤
メ
四
斤
今

日
此
者
二

而
御
恩
借
被
成
下
度
様
深
、`

御
頼
申
上
候
、

先
ハ

右
御
相
談
申
上
度
如
斯
二

御
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び
粉
薬、

合
せ
て
四
斤
で
あ
っ

た
。

価
格
差
ま
で
は

分
か
ら
な
い
。

ま
ず、

油

122 上
候

め

は
絵
薬
の

貸
与
申
し
入
れ
で
あ
る
。
「
飛
切
」
・
「
清
天
印
」

お
よ

「
武
冨
熊
助
様貴
下

池

121
「
武
冨
熊
助
様

要
用
尊
下

座
候、

以
上

四
月
廿
五
日

以
手
紙
啓
上

仕
候、

然
者
先
達
而
御
相
談
申
上
候
金
子
五
拾
両
包
、

封
印
切
相
改
申
候
処

五
拾
弐
両
御
座
候
故、

先
以
御
点
合
可
申
上
候、

惣
而
者
間
合
壱
金
も
相
附
不
申
候
故、

何
方
江

相
預
ケ
五
拾
両
取
替
付
申
候
故、

何
卒
今
日
金
子
五
拾
両
御
借
被
成
下
候
半
ハ
、

明
日
早
速＿

＿
取
戻
し
直
二

持
せ

指
上
可
申
候
間、

何
卒
御
相
談
通
御
聞
届、

今
日

此
者
二

御
恩
借
可
被
下
候
様
奉
願
上
候、

先
ハ

早
ぐ

如
此
二

御
座
候

正
月
廿
八
日

川
浪
平
太
郎

以
手
紙
啓
上

仕
候、

薄
冷
之
節
御
座
候
処、

弥
御
堅
勝
被
成
御
座
跡
重
御
儀
奉
存
候、

然

者

翰
薬
八

斤
持
セ

指
送
リ
申
候
間
御
改
御
請
取
可
被
下
候、

就
而
ハ

金
四
拾
両
御
恩
借
可

被
下
候、

委
細
之
儀
ハ

先
達
而
上
総
薬
御
目
二

懸
候
品
右
金
を
以
買
入
仕
候
間、

左
様
思

召
可
被
下
候、

惣
而
ハ

此・
八

斤
之
捨
薬
も
直
段
も
不
定
候
得
共、

今
日
右
金
急
用
二

付
為

質
物
二

而
御
座
候
故、

是
非
今
H
右
金
御
恩
借
可
被
下
侯、

先
ハ

御
出
之
上

御
相
談
可
申

川
浪
平
太
郎

め
124

ー

「
熊
助
様専

用

る
も
の
。

松
助

め
121
は
、

逆
に
自
己
保
有
の

絵
薬
八
斤
を
質
物
に
し
て
急
用
の
四
十
両
借
用

を
申
し
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

値
段
不
定
と
は

言
う
が
、

遊

愈
御
安
康
被
成
御
座
称
重
之
御
儀
二

奉
存
候、

就
而
者
先
達
而
罷
出
、

大
キ
ニ

預
御
世
話、

恭
御
厚
礼
申
上
候、

扱
其
硼
二

御
噂
仕
置
釜
揚
方
仕
候
虞
節
角
相
待
罷
在
候、

夫
故
態
ぐ

壱
人
差
立
申
候
故、

甚
申
上
兼
候
得
共、

金
弐
拾
五
両
丈
反
的
差
支
候
故、

何
卒
此
者
江

（

マ

マ
）

御
恩
借
被
下
度、

伏
而
御
相
談
申
上
候、

先
者
右
之
段
よ
ろ
し
く
御
御
頼
申
上
候、

以
愚

筆
早
ぐ

如
斯
御
座
候

毛
利
常
吉
は

有
田
中
ノ

原
町
の

商
人
。

四
十
両
で

買
っ

た
上

や
は
り
支
配
下
に
お
い

て
い
た
と
思

わ
れ
る
釜
の
釜
揚
げ
に
と
も
な
い
、

当
面
必
要
と

す
る
金
の

融
通
を
頼
ん
で
い

No. 

123 

ー

「
武
冨
熊
助
様
尊
下
急
用

絵
薬
八
斤
は

毛
利
常
吉

一

斤
に
つ

き
五
両
で
あ
る
。
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r

一

筆
啓
上
仕
候、

然
ハ

昨
日
此
者
差
遣
候
処、

今
日
此
地
御
越
之
由
被
仰
聞
候
得
と
も、

今
日
雨
天
其
儀
無
覚
束、

自
身
罷
越
候
而
酎
談
二

而
得
与
談
合
可
仕
奉
存
候
得
と
も、

釜

至
而
□
敷、

又
ぐ
此
者
を
以
御
相
談
申
上
候、

就
而
ハ

年
明
合
借
受
之
金
都
合
拾
壱
両
卜

組
染、

合
金
拾
四
両
壱
ア
弐
朱
与
相
成
候
処、

昨
日
拾
九
両
余
与
被
仰
聞
候
由、

惣
而
ハ

年
越
御
恩
借
金
五
両
之
処
御
立
被
下
候
哉
与
推
察
仕
候
処、

右
金
之
虐
ハ

発
端
其
儀
被
仰

聞
候
由、

右
金
之
処
ハ

此
節
相
立
候
而
ハ

釜
難
行
届、

且
旧
年
分
引
合
如
何
相
成
候
哉、

射
談
二

而
成
形
相
附
可
申
儀
常
助
殿
二

而
申
遣
候
処、

其
段
御
聞
入
被
下
候
由、

常
助
二

も
被
申
候
処
何
分
二

も
行
届
兼
罷
在
候
条、

何
卒
御
相
談
通
今
日
御
借
可
被
下
奉
頼
上
候、

猶
委
細
射
談
之
上
万
ぐ

可
申
述
候、

以
上

一

箪
啓
上
仕
候、

然
ハ

釜
急
ぐ
二

相
成
候
処、

常
助
殿
罷
越
可
被
申
之
処、

一

昨
夜
婚
礼

ニ

付
此
者
を
以
御
相
談
申
上
候、

就
而
ハ

木
代
其
外
急
ぐ
火
急
之
儀
御
座
候
条、

常
助
御

相
談
通
見
渡
金
弐
拾
五
両
之
辻、

何
卒
今
日
此
者
二

而
御
借
可
被
下
奉
頼
上
候、

委
細
申

含
遣
候
条
宜
敷
御
聞
取
可
被
下
候、

先
ハ

右
愚
筆
を
以
如
是
御
座
候、

以
上

二

月
七
日

有
田
の
釜
焼
に
は
違
い
な
い
松
助・
常
助
の 、

で
あ
る
が 、

No. 

125 

ー

と
も
に
借
用
金
の
申
し
入
れ

め
124
の
ほ
う
に
は
ど
う
に
も
文
意
を
把
え
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る 。

追

啓
度
ぐ

此

者
預

御
世

話

乍

末

箪
恭
御
厚
礼

申
上

候
、

以
上

「
熊
助
様急

専
用

二
月
十
六
日

松
助
常
助

況
が
知
ら
れ
る 。

茂
十
様

い
ま 、
少
し
ば
か
り

例
示
す
れ
ば

以
手
紙
可
得
御
意
候、

御
尊
家
様
愈
御
清
栄
被
遊
御
座
跡
重
之
御
儀
奉
賀
候、

然
者
先
日

引
合
焼
物
代
百
廿
壱
メ
―――
百
目
余
リ
相
成
申
候
虐、

嘗
節
句
仕
舞
方
用
二

付、

金
百
四
拾

面
丈
御
借
被
下
度
御
相
談
申
上
候、

且
又
今
夜
火
入
釜
壱
間
積
込
申
候
処、

左
様
御
承
引

可
被
下
候、

此
段
御
相
談
迄
早
卒
国
固
圏
『

已
上

四
月
廿
八
日

さ
き
ご
ろ
引
合
い
の
焼
物
は
百
廿
壱
貫
三
百
目
余
に
当
っ
た 。
こ
の
た
び
節

句
算
用
に
必
要
で
あ
る
か
ら 、
ひ
と
ま
ず
金
百
四
十
両
だ
け
支
払
っ
て
欲
し
い 。

な
お
今
夜
火
入
れ
を
行
っ
た
釜
に
壱
間
分
を
積
み
入
れ
て
お
り
ま
す 、

応

127
一

金
拾
両
四
合
七
勺
壱
五

右
之
通
儀
三
郎
殿
納
方、

何
卒
此
人
二

而
御
借
可
被
下
候、

以
上

九
月
廿
一

日

定
右
衛
門

定
右
衛
門
は
外
尾
山
の
釜
焼 。
じ
つ
は
後
に
紹
介
す
る
天
保
十
年
以
降
を
記

し
た
武
富
家
の
大
福
帳
に
も
彼
の
名
は
頻
出
し 、

め

126

,
?

 

「
武
富
熊
助
様

王
机
下
御
直
披

鳳
拝

と゚

同
家
か
ら
の
資
金
供
与
の
状
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応
129
「
武
冨
栄
助
様

四
月
廿
六
日

昨
日
御
相
談
仕
候
金
子、

借
又
絵
薬
両
様
な
か
ら
御
恩
借
之
程
奉
希
候、

就
而
者
貨
月
亡

母
三
回
忌
之

□
相
営
候
間、

能
物
差
上
申
候
条
御
笑
納
可
被
下
候、

貯
ぐ
如
斯
二
御
座

候、

巳
上

貴
下
要
用

ー

油
128

「
武
冨
栄
助
様

ら
も
項
突
け
る
で
あ
ろ
う
。

松
村
定
右
衛
門

松
村
定
右
衛
門

（
天
保
十
二）

六
月

十
日

九
月
十
二
日

ク

（
天
保
十
四）

七
月

八
日

ク

ケ

九
月
十
一
日

ク
廿
一
日

十
月

六
日

あ
る
よ
う
に
、

焼
物
現
物
に
よ
る

決
済
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ

る
。

定
右
衛
門
は
儀
三

郎
・

伊
右
衛
門
な
ら
び
に
嘉
平
次
（
池
107

)

に
め
130
の

茂
助
他
壱
人
も
含
め
て
、

ら
、

さ
ら

同
じ
外
尾
登
の
釜
焼
ら
よ
り
も
か
な
り
有

力
な
存
在
で
あ
っ

た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
以
下
の

書
状
か

た
ん
に
利
付
き
貸
借
に
と
ど
ま
ら
ず

「
釜
二

引
合
」
、
「
焼
物
代
」

な
ど
と

十
三
両

六
両

在
両

互
両――
歩

三
両

，， ，， 金

三
両

五
両

六
両

灰――
俵

利
二
合

八
焼
物
代
二
出
ス
V

八―――
両
焼
物
代
・
三
両
儀――一
郎
＞

八
儀
三
郎
・
伊
右
衛
門
両
人
前
納
方
当
＞

八
伊
右
衛
門
か
し
＞

八
嘉
平
次
納
方
当
二
、
十
月
十
四
日
釜
二
引
合
V

一
ヶ
月
分
利
六
勺

―一
ヶ
月
分）
利
二
合

ク

）
利
三
合

八
釜
二
引
合
V

八
釜
二
引
合
V

町
歩
を
所
有
し
て
い
た
地
主
で
あ
り
（
『
西
有
田
町
史』

下
巻
二
0
八
頁）
、

先
日
者
色
ミ
相
談
仕
候
虐、

御
心
能
御
領
掌
被
下、

千
萬
恭、

御
蔭
二
釜
焼
共
相
績
之
道

二
移
合
申
候、

亀
屋
之
方
ハ
相
繋
リ
候
相
見
不
申、

氣
之
毒
二
奉
存
上
候、

就
而
ハ
両
人

な
其
硼
上
薬
壱
斤
宛
買
入
被
下
候
様
相
談
被
致
置
候
様
子
二
付、

今
日
右
薬
御
買
入
被
下

度
奉
希
候、

此
段
為
御
相
談
早
卒
御
仁
免
可
被
下
候、

不
具

薄
暑
之
棚
二
御
座
候
虐、

益
御
堅
勝
可
被
遊
御
座
弥
重
之
御
儀
奉
存
上
候、

先
達
而
者
御

相
談
之
金
子
御
送
被
下、

御
蔭
二
入
梅
前
跡
釜
之
手
嘗
相
届
御
厚
礼
申
上
候、

就
而
者
明

後
晩
共
火
入
二
相
成
申
候
条、

近
比
御
不
笑
之
至
二
奉
存
上
候
得
共、

金
拾
両
御
借
用
被

仰
付
被
下
度
奉
園
候、

釜
揚
二
者
元
利
無
滞
御
返
滑
可
仕
候、

惣
而
者
其
硼
御
咄
申
上
置

候
茂
助
節
角
仕
立
方
相
成
居
申
候
条、

絵
薬
壱
斤
御
借
可
被
下
候、

焼
物
之
儀
ハ
皆
以
貴

所
様
方
二
差
上
可
申
候、

外
二
も
壱
人
釜
焼
相
仕
立
候
条、

此
人
之
焼
物
も
振
二
寄
候
へ

ハ
貴
宅
二
差
上
可
申
候、

右
二
付
近
比
弥
ケ
上
之
金
入
二
付
御
相
談
之
金
子
何
卒
御
恩
借

之
程
深
重
奉
希
候、

執
期
貴
面
万
ぐ
御
礼
為
可
申
述、

此
段
早
卒
如
是
御
座
候、

以
上

四
月
廿
五
日

こ
の

定
右
衛
門
は

松
村
姓
の
ひ
と
で
あ
る
。

外
尾
を
含
む
新
村
に
田
畑
十
数

ー

め
130
「
武
富
栄
助
様貴

下

七
月
十
日

ー

尊
下
専
用

松
村
定
右
衛
門
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JII
祭
酒
代
と
I
此
者
江
御
仰
付
可
被
下

以
手
紙一
筆
啓
上
仕
候 、
先
以
御
家
内

様
益
ぐ
御
機
嫌
能
被
遊
御
座
候
哉
称
重

之
御
儀
二
奉
存
上
候 、
随
而
今
日
な
川

（

催
）

（

マ

マ
）

祭
り
相
催
候
絢 、
申
上
兼
上
得
共 、
右

ー

め
132

中
樽

「
至
伊
万
里
堀
端

熊
助
様

博
吉

要
用

家
内
中

！
,. , 
9 、.,'
.
. 

9 ‘ ｀� ＾ ＾ 

――一
月
廿
九
日

候
間 、
御
花
何
程
成
共
被
仰
付
被
下
度

此
段
奉
頼
上
候 、
以
上

頂
隻
ぐ
葬
？
輩

窒
りてぶ

面も
名が

な
為
食
:
1
さ
i
孔

索
入
孔
伶
；
召
必
＄

ー
り？

苓罹

翠号

'
ル
り
1

”£

今

んぼ塚

川祭り酒代の寄附を頼んだ（中樽伝吉家内中）

ー

め
131
「

武
冨
七
太
郎
様

書
か
れ
て
い
る 。

定
さ
れ
る 。

前
記
の
大
福
帳
に
は 、

多
く
は
定
右
衛
門 、

丈
右
衛
門

深
川
栄
蔵

内

座
中
合

有
田
郷
大
庄
屋
で
も
あ
っ
た

（
明
治
九
年
の
陶
業
盟
約
時
外
尾
釜
の
登
支
配
人）

と
同
一

人
と
推

と
き
に
丈
右
衛
門
と

任
幸
便一
笙
啓
上
仕
候 、
就
者
近
来
申
上
兼
候
得
共 、
例
年
之
通
昨
日
6
花
見
相
初
メ
申

（
『

肥
前
陶
磁
史
考』

七
二
0
頁
に
よ
る）

松
村

候 、
何
卒
此
儀｛且
敷
御
聞
入
被
下
候
様 、
偏
二
奉
希
上
候 、
謹
言

四
月
三
日

応
133
「

堀
七
様急

要
用
其
外

ヵ

疲
早
月
廻
二
相
成
晦
ご、
御
多
用
奉
察
候 、
然
者
夜
前
御
出
浮
二
相
成
申
候
由 、
御
見
舞
与

存
候
得
共 、
今
日
迄
釜
積
彼
是
二
て
不
得
寸
暇 、
貴
君
御
手
透
二
相
成
候
半
者
臥
度
御
出

浮
被
下
度
奉
待
候 、
此
段
取
紛
得
貴
意
度
早
ぐ 、

巳
上

十
二
月
廿
五
日

力

蔽
早
月
廻
嘩
ぐ

御
繁
多
奉
遠
察
候 、
然
者
釜
揚
之
義
廿
七
日
廿
八
H
ニ
ハ
弐
軒
丈
相
整
可

申
候
得
共 、
残
り
壱
間
半
ハ
年
内
ニ
ハ
揚
方
不
行
届 、
何
明
春
早
＜

之
事
与
愚
察
仕
候 、

（

繰
）

就
而
ハ
嘗
節
季
仕
舞
方
手
支
罷
在
候
条 、
七
拾
金
丈
何
卒
御
操
合
御
借
被
下
度
御
相
談
申

上
候 、
此
節
ハ
貴
君
様
分
極
真
組
物
大
湯
呑
御
座
候
間
金
高
も
大
分
相
増
候
与
奉
存
候
条 、

右
御
相
談
之
程
幾
重
二
も
奉
希
上
候 、
援
亦
弐
間
ハ
揚
方
二
相
成
候
故 、
御
手
透
御
座
候

半
ハ
御
登
リ
之
程
奉
待
上
候 、
此
段
取
紛
荒
辻
御
相
談
迄
早
く

昂
愚
籠
候 、
以
上

十
二
月
廿
三
日

右
の
二
通
の
差
出
人
は
泉
山
の
深
海
平
左
衛
門
で
あ
る
が 、

堀
七
「

君」

な

ど
と
呼
ん
で
い
る
か
ら 、

め
134
「

堀
七
君要

用
其
外

「
花
見」

お
そ
ら
く
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
と
推
定

や
「

川
祭
り」

深
平

深
平
拝

の
花
（
祝
儀）

酒
代
を
請
う
た
も
の
で
あ
る 。
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前
陶
磁
史
考』

六
八
二

頁
。

新
村
・

曲
川
村
な
ど
の
地
主

。

以
手
紙
一

筆
啓
上
仕
候 、

就
而
者
昨
冬
少
ぐ

調
達
い
た
し
候
金
子 、

何
卒
此
人
江
御
恩
借

（
マ
マ）

之
程 、

節
二
奉
頼
候 、

尚
ぐ
申
上
候 、

御
入
用
共
御
座
候
ハ
ゞ

又
ぐ

御
調
達
可
仕
候 、

此

節
之
一

應
御
決
算
可
被
下
候 、

已
上

右
は

、

武
富
熊
助
か
ら
有
田
中
ノ

原
の
久
富
倉
助
（
の
ち
龍
円
と
改
名

。
『

肥

下
巻
二
0
八
•

四―――
七
頁）

ヘ

宛
て
た
貸
金
返
済
の

申
し
入
れ
で
あ
る

。

め
136
「

久
富
倉
助
様

貴
下
要
用

上

メ 十
月
四
日

の

書
状
と
推
測
さ
れ
る

武
熊

（
筆
跡
も
類
似）

。

応
135

（
構）

追
日
寒
氣
相
催
候
処 、

弥
御
安
泰
称
重
奉
賀
壽
候 、

就
而
者
先
達
而
ハ
為
御
見
舞
結
講
之

御
菓
子
銘
ぐ

二
被
仰
附
恭
不
浅
御
庫
橙
可
申
上
候 、

採
泉
登
之
義
も
撰
方
相
整 、

御
登
山

之
程
奉
待
上
候
条 、

関
安
君
与
も
御
申
談
被
下 、

今
明
日
よ
り
御
登
山
被
下
度
奉
希
候 、

援
亦
申
上
兼
候
得
共 、

供
日
離
二
て
小
遣
等
も
手
支
居
候
間 、

今
日
此
者
二
て
弐
拾
金
丈

御
繰
合
御
借
被
下
候
義
ハ
相
叶
間
敷
哉 、

此
段
御
相
談 、

御
案
内
労
如
此
二
御
座
候 、

已

『
西
有
田
町
史』

さ
れ
る
（
平
左
衛
門
は
明
治
四
年
没）

。

次
の
凡
135
も
同
じ
く

深
海
平
左
衛
門

応
園
「

武
冨
七
太
郎
様

御
内

茂
十

様

茂
十

様

六
月
廿
五
日

七
太
郎
様

以
上

応
137
「

武
冨
七
太
郎
様

御
内
茂
十
様

私
領
山
関
係
の
書
状
等

黒
尾
丸
浅
次
郎

浅
次
郎

極
暑
之
節
二
御
座
候
得
共 、

弥
御
堅
勝
可
被
成
御
渡
跡
重
二
奉
存
候 、

然
者
漸
釜
を
も
焚

仕
廻
居
申
候
条 、

明
廿
六
日
為
御
受
取
御
越
可
被
下
候 、

惣
而
者
是
迄
数
十
日
延
引
二
相

成
候
二
付
而
内
證
彼
是
与
差
支
居 、

殊
二
常
月
廿
日
者
私
領
方
運
上
仕
切
納
定
日
二
而
有

ヵ

之 、

納
方
不
相
債
前
ハ
釜
を
も
揚
方
仕
候
様
無
之
通
り 、

下
代
引
越
相
詰
居
申
候 、

右
二

付
而
ハ
非
常
之
調
義
二
而
ハ
此
節
者
正
金
銀
之
納
方
不
仕
而
不
相
叶 、

其
上
来
月
二
日
之

登
り
次
第
火
入
吟
味
二
相
成 、

右
二
付
而
ハ
木
代
其
外
反
的
差
支 、

右
妾
之
次
第
二
御
座

候
条 、

明
日
御
越
之
節
ハ
金
子
拾
両
丈
御
持
参
被
下
御
借
可
被
下
候 、

右
丈
無
之
而
難
渋

無
此
上
参
り
懸
り
御
座
候
条
無
間
違
様
奉
頼
上
候 、

誠
二
至
而
申
兼
儀
候
得
共 、

前
件
之

行
懸
御
推
察
成
被
下
程
能
奉
頼
上
候 、

不
砕
な
か
ら
荒
辻
御
相
談
と
し
て
如
斯
御
座
候 、

黒
尾
丸
浅
次
郎
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態
与
以
壱
人
致
啓
上
候、

然
者
此
節
焼
物
代
之
内、

金
壱
両
丈
立
彿
二

し
て
、

残
り
焼
出

油

園

外

月

廿
七

日

金

七

両

渡
置

「
武
冨
七
太
郎
様

貴
下
専
用

五
月
十
五
日

七
太
郎
様

茂
十

様

夫
藤

十

黒
尾
丸
浅
次
郎

浅
次
郎

口

上

茂
十
様
二
者
被
成
御
入
来
候
得
共
乍
例
大
形
之
至
二

奉
存
候、

然
者
其
棚
茂
十
様
江

御
噂

申
上
候
金
子、

近
来
難
申
上
儀
御
座
候
得
共、

焼
出
過
上
之
外
二

拾
両
御
嘗
借
被
下
度
御

相
談
申
上
候、

先
日
御
出
之
醐
二
者
過
上
金
迄
二

拾
両
之
辻
御
借
被
下
候
半
ハ

と
ふ
な
り

二

而
相
凌
、

此
節
之
釜
ハ

焼
方
可
仕
与
奉
存
居、

松
木
柴
其
外
之
借
用
向
二

も
色
ぐ

申
談

見
候
得
共、

時
分
柄
二

付
而
ハ

現
金
之
以
調
物
不
仕
而、

此
節
之
釜
二

間
二

合
不
申
候
間、

何
分
二
茂

前
断
之
通
り
都
合
拾
弐
両
丈
之
辻
御
借
渡
可
被
下
候、

誠
二
色
く

二

而
借
用
相
重

居
候
二

付
而
者
甚
難
申
上
儀
重
ぐ
畏
入
居
候
得
共、

実
様
内
謡
差
競
居
筋
有
之
候
条
、

此

節
之
儀
御
助
分
与
被
思
召、

拾
弐
両
之
辻
無
間
違
御
借
渡
可
被
下
候、

右
不
被
相
叶
二

付

而
者
不
得
止
事
持
内
之
釜
合
差
明
ヶ

候
外
無
御
座
候
、

惣
而
ハ

双
方
之
益
二

不
相
成
奉
存

（

汲
）

候
条
、

其
亘
り
御
扱
取
被
下
、

前
断
之
通
り
埓
明
キ
候
様
呉
ぐ
御
頼
仕
候
、

誠
二

心
亭
以

（

迫
）

二
者
何
角
相
構
候
儀
二

而
無
之
候
得
共、

実
ぐ
的
用
之
筋
二

差
責
り
居
候
条
、

何
卒
無
間

違
様
深
重
奉
頼
上
候、

此
段
御
相
談
仕
度
已
、

乍
不
砕
以
愚
札
早
ぐ
如
此
御
座
候、

已
上

封

要
用

ま
ず
ぬ
囮
に
お
い
て
は
、

①
釜
焚
き
仕
舞
い
、

い
。

◎
そ
れ
に
つ
い
て
、

内
謡
差
し
支
え、

こ
と
に
当
二
十
日
は
私
領
方
の
運

上
納
期
限
で
し
た
が
、

未
納
の
う
ち
は
釜
揚
げ
も
許
さ
な
い
、

（
下
代）

が
来
て
申
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
う
え
来
月―
―
日
の
火
入
れ
も
予
定

さ
れ
て
お
り、

櫨
木
な
ど
の
手
当
に
も
困
っ
て
い
ま
す
。

◎
あ
す
お
越
し
の
節

山
の
釜
焼
で
あ
る
か
判
然
と
し
な
い
。

黒
尾
丸
浅
次
郎
は
れ
っ

き

四
月
廿
六
日

呉
ぐ
御
頼
仕
候

明
日
受
取
り
に
お
越
し
下
さ

と
私
領
役
人

仁
釜
焼
で
あ
る
。

た
だ
し
武
雄
私
領
の
ど
の

目
安
前
此
者
江

御
引
合
御
借
可
被
下
候、

此
節
之
儀
反
的
之
差
支
申
候
条
、

右
無
間
違
様

一

嘗
春
合
此
方
銘
ぐ
之
噺
合
二

付
而
釜
火
入
延
ぐ
二

相
成、

夫
二

付
脇
方
之
釜
焼
ど
も
餘
慶

二

焼
物
仕
立
被
有、

依
之
裳
月
廿
九
日
火
入
二

し
て
登
り
次
第
間
釜
相
談
二

相
成、

無
撮

仲
間
支
二

付
而
我
儘
之
至
申
募
り
候
様
無
御
座
、

不
捌
二

付
何
分
持
口
焼
方
不
相
整
得
氣

（

し

や

え
）

之
毒
之
行
懸
り
御
座
候、

尤
仕
屋
ゑ
次
第
二

壱
間
な
り
壱
間
半
な
り
焼
方
可
仕
哉、

又
ハ

節
旬
後
二

持
内
不
残
焼
方
可
仕
哉、

何
と
申
貴
公
様
思
召
次
第
二

可
仕
候
条
、

否
此
者
江

御
志
ら
せ
可
被
下
候

]

右
間
釜
焼
整
候
様
二

被
思
召
候
半
者
先
壱
間
―一

極
メ
、

金
七
両
丈
別
段
間
釜
登
り
嘗
二

て

御
借
可
被
下
候、

左
無
之
二

付
而
者
是
迄
之
苦
レ
ニ

而
明
後
廿
九
日
火
入
相
加
り
候
儀
何

分
所
存
二

不
任
候
条
｛
且
敷
御
頼
仕
候、

前
断
間
釜
之
日
合
両
日
位
イ
ニ

差
責
り
居
候
得
者
、

今
日
銀
間
二

合
不
申
二

付
而
ハ
、

右
壱
間
二

而
も
焼
方
仕
候
而
も
差
上
候
様
無
之
候
条
、

（

談
）

思
召
次
第
何
連
与
宜

敷
御
相
仕
候、

猶
又
文
通
二

而
者
不
砕、

委
細
ハ

此
者
な
御
聞
取
可

被
下
候、

以
上

34 



サ
釜
」

仕
事
」

山
に
お
い
て
は
違
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
過
上
分
の
二

両
を
加

え
て
十
二

両
の
拝
借
を
頼
ん
で
い
る
の
で
あ
り、

も
し
所
有
す
る
釜
を
明
け
る

こ
の

節
の
焼
物
の

代
金
を、

貰
い
た
い
、

と
言
う
の
で
あ
る
。

ふ
た
つ
は
、

余
計
に
製
作
し
た
焼
物
を
焼
く

な
ど
は
、

武
富
家
と
並
並
な
ら
ぬ

間
柄
に
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

結
局、

言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

差
し
迫
っ

た
間
釜
に
は
加
わ
ら
ざ
る
を
得

ず、

そ
れ
に
つ
い
て
は
間
釜
の
製
品
当
て
に
別
に
金
七
両
を
貸
し
て
戴
き
た
い
、

ょ

の
で
あ
る
。

間
釜
は
間
サ
釜
で
あ
る
。

正
規
の
火
入
れ
の
中
間
を
利
用
し
て
焼

く
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ

う。

（
積
入
れ
不
能

て
は

る

の
語
が
見
え
る
。

は
是
非
と
も
金
十
両
を
ご

持
参、

る
の
で
あ
る
。

管
見
な
が
ら
、

武
雄
領
の
山
に
は
「
掛
下
代
」

が
配
さ
れ
て
い

（
筒
江
窯
の
慶
応
元
年
再
興
碑
に
掛
下
代
橋
口
儀
平
の
名
を
刻
む
）
。

油
138
に
お
い
て
は
「
焼
上
過
上
」

が
注
目
さ
れ
る
。

有
田
皿
山
な
ど
に
お
い

（
本
藩
領）

積
み
越
し

応
139
の
書
面
の
内
容
は
二
つ

に
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ひ
と
つ
は
要
す
る
に
、

（
内
職）

お
貸
し
下
さ
い

ま
す
よ
う、

金
一

両
の
立
払
（
？
）

と
歎
願
し
て
い

よ
う
な
事
態
が
生
じ
て
は
互
い
に
不
利
益
と
な
る
。

と
言
う。

を
差
し
引
い
て
支
払
っ

て

と
あ
る
。

ま
た
前
掲
拙
著
五
四
六
頁
所
引
の
史
料
に
も
「
間

『
有
田
町
史
』

陶
業
編
I-――
六
五
頁
に
「
間
サ

間
釜
の
火
入
れ
に
加
わ
る
件
で
あ
る
。

「
貴
公
様
思
召
次
第」

と
言
う
と
こ
ろ

分）

は

処
罰
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
が
、

私
領

一

代
官

メ

徳
次
郎
様

茂

十

様

外
二

高
橋
船
瀬
町
弥
助

大
隈
伊
右
衛
門

]

頭
役

一

附
役

一

大
目
付

掛
長
殿
帰
便
二

而
得
御
意
候
、

弥
御
無
芙
之
段
奉
賀
候、

然
ハ

妥
元
一

件
本
ン

役
所
へ

相

成
候
末、

高
橋
代
官
へ

申
付
二

相
成
、

段
‘ヽ

御
用
相
懸
り
候
所、

浅
次
郎
壱
人
差
出
候
由

ニ
ハ

候
得
共、

徳
兵
衛
井
二

武
助
、

役
之
者
迄
罷
出
候
様
達
シ
ニ

相
成、

節
角
御
用
半
ハ

二

而、

尚
又
私
合
も
露
所
本
小
路
役
所
、

援
又
高
橋
代
官
所
へ

毎
ぐ

催
促
仕
罷
在
候、

右

ハ

此
方
被
成
止
宿
候
御
親
父

様
方
へ

委
細
申
咄
し

御
承
知
二

て

御
座
候
、

右
二

付
而
ハ
一

ヽヽ

油
肴
等
致
シ

召
置
候
得
共、

猶
又
急
埓
相
籟
可
申
二

付、

左
二

書
載
之
焼
物
伊
三
郎
長

太
郎
間
ニ

メ
壱
人
早
天
立
立

帰
り
ニ

メ

早
速
持
参
差
送
可
被
下
候
、

何
レ

催
促
致
シ

候
二

ハ

諸
進
物
な
く
て
ハ

頼
方
致
兼
申
候

武
雄
文
左
衛
門

木
村
利
兵
衛

久
間
鎌
蔵

右
之
人
数
へ

鉢
丼
類
兎
角
場
太
キ
品
亘
敷
御
座
候、

尤
手
頭
残
し
は
し
た

物
二

て
耳
敷
候
、

何
レ

立

帰
リ
ニ

メ
持
参
可
被
成
候
、

御
親
父

方
ニ
ハ

佐
嘉
帰
リ
ニ
ハ

又
ぐ
此

方
御
立

寄
之
約

定
致
置
候
、

其
節
進
物
之
沙
汰
ハ

仕
儀
二

御
座
候
、

左
様
御
承
知
可
被
下
候
、

以
上

三
月
九
日

儀――一

郎

尚
く

使
イ
私
宅
へ

立

寄
ら
せ

可
被
下
候

応

園

「
松
尾
徳
次
郎
様

武
冨
茂
十
様

急
専
用

上

滝
儀
三

郎
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で
あ
る
。

め
141

ハ
月
八
日

「
到
伊
萬
里
堀
邊
田

武
冨
七
太
郎
様

別
而
急
用
要

弓
野
山惣

十

う
の
は

面
白
い
。

や
は
し
た

上
瀧
儀
三

郎
が
、

ど
こ
の
誰
で
あ
る
か
、

分
か
ら
ず、

浅
次
郎
な
ら
び
に

「
役
之
者
」

徳
兵
衛
・

武
助
ら
に
つ
い
て
も
同
様
。

ま
た
「
妥
元
一

件
」

は
は

（
武
雄
領）

高
橋
代
官
所

に
お
け
る
一

件
の
裁
決
を
有
利
に
導
く
た
め
、

酒
肴
な
ど
の
ほ
か
に
焼
物
を
そ

れ
ぞ
れ
に
贈
ろ
う
と
図
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

品
物
は
手
頭
（
見
本）

（
端）

物
で
よ
く、

の
残
り

と
に
か
く
大
形
の
鉢
．

丼
の
た
ぐ
い

を
、

前
に
（
応
44
1
49
)

漢
岡
啓
助
の

書
状
を
揚
げ
た
が
、

た
し
て
如
何
な
る
事
件
で
あ
っ

た
も
の
か
。

結
局

と
言

昨
日
者
罷
出
預
御
世
話
恭
奉
存
候、

就
而
ハ

其
硼
御
相
談
仕
候
松
尾
三
郎
左
衛
門
取
替
筋、

（

雨
）

仰
之
通
右
人
江

申
談
仕
候
虐、

幸
之
儀
二

存
被
申
候
得
共、

御
存
之
通
長
留
之
末、

元
来

（

繰
）

（

可
）

不
捌
之
上
二

候
得
者、

四
両
二

而
者
何
分
焼
立
難
相
叶
模
様
有
之
候
間、

御
操
合
も
有
御

座
候
得
共、

五
両
丈
之
虐
御
取
替
可
被
下
候、

此
節
ハ

私
急
度
請
合
相
捌
差
上
可
申
候
間、

此
者
iI
無
間
違
御
取
替
可
被
下
候、

深
ぐ
御
願
申
上
候、

以
上

弓
野
山
惣
十
の

書
状
で
あ
る
が
、

実
は
松
尾――一
郎
左
衛
門
の
借
用
に
つ
い
て

な
お
彼
の

書
状
が
九

従
弓
野
山
致
啓
上
候、

弥
御
堅
勝
被
成
御
座
称
重
奉
存
候、

然
者

同
所
武
兵
衛
儀
此
節
も

又
ぐ
不
釜
二

而
大
難
渋
之
模
様
二
相
見
へ
、

然
半
御
取
合
等
二
成
候
而
も
格
別
埓
明
候
儀
も

有
之
間
敷
候
間、

持
釜
壱
軒
先
格
之
通
金
拾
両
二

而
御
請
取
被
成、

物
前
壱
両
成
好
込
二

I
、

手
形
之
儀
ハ

元
之
通
取
I
遣
シ
可
申、

惣
而
釜
前
金
三
両
宛
御
取
替
被
下
候
半
ハ

不

相
替
焼
物
遣
シ
被
申
候
様
取
扱
見
可
申、

否
相
知
不
申
候
而
者

取
扱
も
難
致
二

付、

否
御

返
事
利
吉
虐
迄
御
手
香
被
下
候
半
ハ
、

一

両
日
中
二
者
又
く
同
所
罷
越
候
用
変
有
之
候
二

付、

幸
吉
殿
荷
下
シ
之
者
へ

御
手
号
可
被
下
候、

此
段
為
御
尋
如
是
御
座
候、

以
上

油
143以

手
器
得
御
意
候、

然
者
昨
日
遂
讃
談
候
武
兵
衛
殿
借
用
筋、

差
詰
拙
合
候
得
共
何
分
一

金
之
調
義
も
出
来
立
不
申
候
由
被
申
聞
候
二

付、

御
示
談
申
上
置
候
通
拾
両
之
手
形
差
送

候
間
御
請
取
被
下、

金
三
両
灰
壱
俵
御
渡
可
被
下
候、

釜
之
儀
も
来
ル
廿
一

日
よ
り
火
入

二

相
成
候
二

付
無
間
違
御
貸
し
可
被
下
候、

此
段
為
御
相
談
如
此
御
座
候、

以
上

四
月
十
七
日

満
岡
啓
助

め

142 ま
ず、

武
富
七
太
郎
様

池
44
.

45
の
弓
野
山
武
兵
衛
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
は
、

四
月
十
一

日

従
弓
野
山

「
至
堀
端
二

満
岡
啓
助

武
冨
七
太
郎
様

急
内
用

通
残
っ

て
い
る
。
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応
143
は
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
拾
両
之
手
形
」

な
ど
と
あ
る

点
が

符

し
い 以

手
皆
得
御
意
候、

弥
御
堅
勝
被
成
御
座
珍
重
奉
存
候、

然
ハ
昨
日
弓
野
罷
越
候
虐、

武

兵
衛
釜
之
儀
ハ
相
談
通
難
被
成
趣
御
手
号
二
而
御
懸
合
被
成
候
趣、

右
二
付
利
吉
へ
申
談

候
虐、

申
聞
候
者
、

金
五
両
二
御
負
被
下
候
半
ハ
釜
揚
毎
二
金
弐
歩
宛
彿
方
可
仕
趣、

惣

而
右
釜
焼
物
遣
し
可
申
二
付
前
取
替
拾
両
御
貸
被
下
候
半
ハ
釜
揚
之
節
金
弐
歩
引
落
ニ
ー

御
取
合
被
下
候
道
ハ
有
御
座
間
敷
哉
被
及
相
談
候、

章
兵
衛
二
者
代
官
定
役
二
被
仰
付
候

趣
二
而
持
釜
壱
軒
之
儀
も
人
預
ケ
候
趣
二
而
御
座
候、

武
兵
衛
二
も
差
詰
咄
合
咄
合
候
店、

`
`

`
`

 

柑
談
通
り
合
上
之
儀
ハ
致
得
不
申
趣
申
聞
候、

釜
焼
候
後
ハ
新
釜
を
世
話
無
二
焼
候
趣
申

聞
候
ハ
、

兄
弟
三
人
く
こ
り
候
而
安
目
二
而
買
入
候
エ
ミ
与
相
心
得、

以
之
外
心
底
悪
敷

も
の
共
二
御
座
候、

得
与
御
勘
弁
可
被
成
候

（

抵
）

一

私
二
も
追
ぐ
火
入
相
整
相
整
候
積
二
而
焼
物
之
儀
ハ
大
低
出
来
立
居
候
得
共、

新
山
同

然
二
而
大
物
入
仕、

偲
某
代
等
取
立
候
筋
も
間
二
合
不
申
差
支
勝
二
有
之、

就
而
ハ
御
無

沙
汰
之
筋
も
有
之
候
得
ハ
御
相
談
も
申
上
兼
候
得
共、

灰
壱
駄
与
先
達
而
虎
之
助
な
金
壱

歩
二
而
御
預
ケ
仕
置
候
偲
某
御
貸
被
下
候
半
ハ
御
蔭
二
火
入
相
整
申
候、

彿
方
之
儀
ハ
ロ

反
な
ら
ち
ゃ
又
ハ
志
ゅ
ん
か
ん
共
二
而
彿
方
可
仕、

若
又
御
注
文
之
品
も
御
座
候
半
ハ
手

頭
御
遣
し
可
被
下
候、

先
以
此
段
労
為
御
相
談
如
此
御
座
候、

以
上

十
一

月
四
日

め
142
は
、

武
兵
衛
の

持
釜
壱
軒
（
間）

を
当
て
に
金
拾
両
を
貸
し
付
け
て

欲

（
物
前
に
壱
両
ず
つ

返
済）
。

ま
た
釜
前
に
金
三
両
ず
つ

借
用
し
た
い

（
焼
物
と

引
き
替
え
）

応
出
「
七
太
郎
様

茂

十

様

と
言
う
も
の
で
あ
る
。

た
ぶ
ん
こ
れ
を
受
け
て
つ

ぎ
の

啓
助

襄

メ

（

表
）

応
145
「
至
伊
万
里

武
冨
七
太
郎
様

急
要
用

壱
番

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
弓
野
山

満
岡
啓
助

で
あ
ろ
う
か
。

助
じ
し
ん
釜
焼
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て

確
認
で
き
た
。

ど
も
」

で
あ
っ

た
の
か
。

二

歩
控
除）

で

取
引
き
す
る‘

と
い

う
も
の
で
あ
っ

た
。

「
博
某
」

と
は
そ
も
何

「
心
底
悪
し
き
も
の

拾
両
を
前
貸
し
し
て

貰
え
れ
ば
、

釜
揚
げ
の
お
り
二

歩
引
落
し
（
焼
物
代
か
ら

の

「
相
談
」

と
は
す
な
わ
ち
利
吉
の
、

古
い

借
金
を
五
両
に
ま
け
て
く
れ
れ
ば

釜
揚
げ
ご
と
に
二

歩
ず
つ

返
済
し
よ
う
。

ま
た
そ
の
焼
物
を
提
供
す
る

約
束
で

前
の
め
44
と
こ
れ
ら
新
た
な
書
状
と
が
ど
う
噛
み
合
う
の
か
、

う
ま
く
説
明

佳
、
4、
、

し
貸
し

カ

と
も
か
く
事
態
が
紛
糾
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
察
し
が
つ

く
で
あ

ろ
う
。

武
兵
衛
•

利
吉
・

章
兵
衛
は
三
人
兄
弟
で
あ
り、

と
こ
ろ
で
、

す
で
に
応
47
に
お
い
て
判
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、

満
圃
啓

次
は
お
な
じ
満
岡
啓
助
の

書
状―
―

通
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
弓
野
山
忠
次
郎

従
弓
野
山
致
啓
上
候、

然
者
忠
次
郎
取
合
之
儀
段
ぐ
差
詰
咄
合
候
虐、

数
十
年
来
之
取
合

応
144
は
こ
れ
ら
よ
り
前
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
か
と
思
え
る
が
、

合
す
る
（
灰
壱
俵
が
新
規
に
加
え
ら
れ
た
）
。

武
兵
衛
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丁

ー
ー

従
吉
田
山
致
啓
上
候、
森
雨
之
糊
御一
家
様
弥
御
略
勝
被
成
御
座
称
重
奉
存
候、
然
者
去

（

マ

ル
廿
九
日
弓
野
山
忠
次
郎
取
合
之
儀
御
含
之
通
及
取
合
二
候
虐、

申
答
候
者、
双
方
親
ぐ

代
合
之
得
意
二
候
得
共、
尚
又
永
来
不
相
替
致
賣
買
度
候
得
共、
近
年
陶
器
不
景
氣
之
上、

マ

）
両
家
之
賄
忠
次
郎
壱
人
之
身
二
相
懸
り、
年
ぐ
月
ぐ
焼
込
二
相
成、
｛取
早
職
業
難
取
緊
極

七
太
郎
様

め
146

ー

啓
助

弐
番

表
）

｛

至

伊

万

里
二

武
冨
七
太
郎
様

満
岡
啓
助

別
而
急
用
封
印
⑮

向
之
儀
二
有
之
候
得
者
焼
物
之
儀
も
差
遣
度
候
得
共、
多
喜
太
殿
へ
段
ぐ
取
替
銭
相
童
り

過
分
之
借
銀
二
付
而
者、

何
連
同
人
江
篤
与
相
談
不
致
候
而
者
否
之
返
答
難
致
候
得
共、

'
几
金
拾
弐
三
両
無
之
而
者
同
人
江
之
彿
方、
倍
又
元
手
用、
右
丈
無
之
而
者
焼
繋
難
相
成
二

付、
七
両
取
替
二
I、
外
二
金
五
両
釜
く
金
弐
歩
宛
之
彿
入
ニ
メ、
都
合
拾
弐
両
御
取
替

被
下
候
半
ハ
多
喜
太
殿
借
銀
を
も
成
形
相
付
見
可
申
由、
乍
然
常
時
多
喜
太
殿
二
武
雄
合

拾
人
斗
女
男
大
客
二
而
何
之
咄
合
を
も
可
致
様
無
之
二
付、
客
人
帰
り
有
之
候
半
ハ
早
ぐ

咄
合、
何
連
之
通
被
申
聞
候
哉、
縦
令
六
ケ
敷
被
申
候
而
も
押
而
致
相
談、
責
而
焼
物
共

遣
シ
候
通
不
致
候
而
ハ、
帝国
時
古
方
彿
方
等
中
ぐ
出
来
立
不
申
候
趣、
尤
其
内
景
氣
二
も

相
成
候
半
ハ
少
＜
宛
も
釜
ぐ
共
二
而
彿
込
候
通
可
仕、
先
夫
迄
之
儀
者
前
断
之
通
ニ
メ
取

合
被
下
候
様
被
相
談
候、
帝国
時
之
半、
詰
催
促
等
い
た
し
候
而
も
忠
次
郎
難
渋
い
た
し
候

迄
二
而
銀
調
之
道
相
見
へ
不
申
候
間、
篤
与
御
勘
弁
可
被
成
候、
尚
又
私
合
も
多
喜
太
殿

（

罷
）

ヘ
咄
合
呉
候
様
被
相
頼
候
二
付、
同
人
宿
被
出
候
虐
大
取
込
二
而
何
之
咄
合
可
仕
様
無
之、

四
五
日
之
儀
者
御
待
可
被
下
候、
以
上

四
月
廿
九
日

難
之
行
懸
り
二
而、
去
暮
合
之
繰
合
必
止
与
差
支
候
処
よ
り、
初
釜
焼
物
之
儀
も
火
入
不

行
届
所
な、

多
喜
太
殿
へ
地
行
之
借
銀
も
有
之
候
得
共、
重
畳
相
歎
キ
借
り
入
を
以
釜
＜

焼
立
候
故、
焼
物
之
儀
者
同
人
へ
相
預
込
置
候
慮、
先
進
而
四
人
連
御
取
合
之
人
ぐ
被
相

（

マ

マ

）

捌
候
二
付、
多
喜
太
殿
へ
申
談、
焼
物
下
し
方
い
た
し
候
虐
違
約
二
相
成、
尤
自
身
罷
下

り
候
半
者
相
渡
し
可
申
越
二
者
候
得
共、
折
角
茄
積
二
而
打
臥
罷
在、
快
氣
迄
与
申
候
而

者
家
内
を
始
メ
組
書
細
工
と
も
及
飢
命
虐
合、
又
ぐ
多
喜
太
殿
ヘ
ハ
前
断
之
不
首
尾
も
有

之
候
得
共
尚
又
人
頼
等
を
以
弥
ヶ
上
及
相
談、
押
ぐ
焼
立
い
た
し
来
り
極
難
之
殉
被
相
救、

尤
其
御
方
江
も
数
拾
年
之
恩
儀
も
有
之
儀
二
者
候
得
共、
今
更
自
身
之
口
な
相
談
も
難
致、

尤
負
致
丈
致
返
済
候
半
ハ
呉
儀
茂
有
之
間
敷
候
得
共、
過
分
之
引
負
二
付
而
ハ
何
連
与
可

仕
道
無
之、
乍
然
其
御
方
弥
取
合
離
候
得
者
親
古
借
之
筋
を
も
催
促
二
相
成
振
合
二
候
半

（

日
）

者、
人
頼
等
い
た
し
申
談、
否
返
答
可
致
候
得
共、

多
喜
太
殿
内
儀
柳
之
事
二
而
数
十
人

家
出
い
た
し
被
居
候
虐、
其
日
野
口
卯
左
衛
門
殿
家
内
其
外一
頬
之
人
く
男
女
拾
人
斗
同

道
二
而
連
越
被
申、
就
而
ハ
多
喜
太
殿一
類
中
も
打
寄
有
之
饗
應
半
二
候
得
ハ、
一
両
日

者
滞
留
之
趣
二
付
而
者
客
帰
り
之
上
咄
合
返
答
可
仕
趣
二
付、
其
旨
手
菩
相
認、
武
兵
衛

釜
揚
二
誰
被
差
越
二
付
其
人
を
以
手
砦
遣
シ
候
様
忠
次
郎
へ
相
渡
シ
置、
私
二
者
代
官
所

よ
り
之
達
し
且
又
上
吉
田
山
へ
急
達
い
た
し
候
半
而
不
相
叶
用
事
有
之、
吉
田
山
罷
越、

忠
次
郎
へ
問
合
候
虐、
武
兵
衛
釜
湯
罷
越
候
人
私
を
尋
被
罷
出
候
二
付、

帰
り
之
絢
者
右

手
号
夏
催
可
申
相
心
得
居
候
慮、
承
り
合
候
得
者
追
被
罷
帰
候
趣
二
而、
右
手
悸
遣
し
後

候
趣
申
聞、
手
氏rn
差
戻
申
候、
就
而
者
右
客
人
と
も
節
旬
前
二
付―――
日
二
被
罷
帰
候
二
付

段
＜
差
詰
咄
合
候
慮、

多
喜
太
殿
江
も
私
合
咄
合
相
捌
呉
候
様、

同
人
il
へ
相
懸
り
居
候

而
者
至
後
1
候
而
者
家
屋
敷
を
も
奪
被
取
候
外
無
之、
何
連
伊
万
里
へ
懸
り
居
不
申
候
而
者

メ
ル
慮
難
渋
二
相
成
候
二
付、

同
人
手
離
二
相
成
候
様
相
頼
候
趣
申
聞
候
得
共、
右
咄
合

私
な
仕
候
道
無
之、
誰
相
頼
咄
合
被
申
候
様
申
置、
私
二
者
線
薬
代
之
儀
二
付
多
喜
太
殿

iJ
者
用
事
有
之、
向
方
合
も
咄
出
被
申
候
半
者
夫
二
付
問
合
せ
可
申
相
心
得
罷
出
候
虐、

案
二
不
違、
下
地
忠
次
郎
合
咄
合
有
之
た
る
趣
二
而、
同
人
取
合
方
之
儀、
今
更
二
而
者
過
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分
之
貸
込
二
相
成、

仕
懸
り
候
而
及
迷
惑
二
罷
在
趣、

借
又
消
吉
方
へ
申
談
取
替
を
も
い

た
し
罷
在
候
得
ハ
今
更
断
も
難
相
成
二
付、

忠
次
郎
其
御
方
へ
之
借
用
筋
者
年
賦
等
二
も

相
捌
呉
候
道
ハ
有
之
間
敷
哉
被
申
聞
候
二
付、

闘
三
郎
な
段
く
借
用
高
之
儀
も
申
明
候、

何
連
此
節
者
成
り
形
相
付
候
半
而
不
相
叶
趣
咄
合
候
得
共、

焼
物
之
儀
貴
公
様
へ
差
遣
し

和
談
二
相
成
候
様
可
仕
与
者
不
被
申、

只
ミ
消
吉
之
方
難
致
破
談
趣
一

園
二
申
聞
候
二
付、

清
吉
へ
者
伊
万
里
表
二
而
咄
合
二
相
成
候
趣
二
付
而
者、

仲
ヶ
間
之
儀
二
有
之
候
得
者
、

仕

込
釜
焼
出
入
有
之、

焼
物
清
吉
買
入
候
儀
相
叶
間
敷、

勿
論
取
合
手
詰
リ
ニ
相
成
候
而
者

闘
三
郎
借
銀
た
り
共
夫
く
成
り
形
相
付
不
申
候
而
者
相
済
間
敷
趣
咄
合
候
虐、

右
者
ど
う

そ
年
賦
共
二
成
り
形
相
付
ケ
呉
候
様
被
申
候
二
付、

尚
又
忠
次
郎
へ
差
詰
咄
合
候
而
も、

昨
夕
方
迄
成
り
形
相
付
不
申、

今
日
者
日
柄
二
付
私
二
も
小
田
志
山
内
野
山
上
下
吉
田
山

用
向
も
有
之、

昨
日
夕
方
よ
り
吉
田
山
罷
帰
申
候、

就
而
者
前
断
申
上
候
通
之
振
合
二
付

而
者
、

先
日
も
御
沙
汰
被
成
候
通、

藤
野
合
清
吉
方
へ
吃
度
問
合
相
成
候
様
被
成
候
半
者、

清
吉
二
も
買
入
い
た
し
得
申
間
敷、

尚
又
此
方
二
而
者
忠
次
郎
を
稲
敷
差
詰
候
半
ハ
、

急

二
成
リ
形
相
付
可
申
相
心
得
申
候、

尚
又
急
く
問
合
せ
否
為
御
知
可
申
上
候、

先
以
此
段

為
御
知
如
是
御
座
候、

以
上

ま
ず
応
145
に
お
け
る
忠
次
郎
は
、

武
富
家
と
の

間
に
数
十
年
来
取
引
が
あ
り、

焼
物
で
も
っ

て
従
来
ど
お
り
の
関
係
を
保
ち
た
い

が
、

他
方
多
喜
太
殿
か
ら
の

多
額
の

借
金
も
あ
り、

は
通
常
の
借
用、

算
で
あ
る
が
、

そ
の
方
の
か
た
を
つ

け
る
た
め
に
も、

す
な
わ
ち
七
両

五
両
は
釜
揚
げ
ご
と
に
弐
歩
ず
つ

払
い

込
む
約
束
で
の
借
用、

合
せ
て
十
二

両
を
拝
借
し
た
い
。

こ
れ
で

多
喜
太
殿
へ

の
負
債
を
片
付
け
る
目

そ
れ
だ
け
で
な
く、

五
月
五
H

現
物
の
焼
物
も
遣
ら
ね
ば
、

と
う
て
い

古

弓
野
武
兵
衛
殿
釜
之
儀、

同
人
手
前
今
日
迄
何
共
不
差
分
候
得
ハ
脇
方
へ
相
移
可
仕
様
無

一

嘉
助
一

件
之
儀、

書
中
二
而
ハ
不
差
分、

近
日
罷
帰、

否
御
咄
可
申
上
候、

以
上

一

小
田
志
山
下
斗
今
晩
な
火
入
二
相
成
候
由

御
座
候

七
月
廿
四
日

応
147
「
武
冨
七
太
郎
様

満
岡
啓
助

な
い

ま
ま
に
、

次
に
掲
げ
る
。

る
。

を
抱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

の

義
理

い

借
金
ま
で
は
返
せ
な
い
。

と
な
れ
ば
、

武
富
家
へ

の
焼
物
は
遣
れ
な
い
こ
と

め
146
に
お
い
て
も
線
棲
忠
次
郎
の
言
い

分
を
記
し
て
い
る
が
、

多
喜
太
殿
へ

な
い
、

（
？
）

が
主
で
あ
り、

さ
ら
に
後
段
に
な
っ

て
、

清
吉
（
伊
万
里
商
人

か
）

と
の
関
係
ま
で
が
加
わ
っ

て
事
情
が
い
っ

そ
う
錯
綜
し
て
く
る
。

し
か
し
、

所
詮、

武
富
家
に
対
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
借
用
は
年
賦
返
済、

焼
物
は
遣
れ

と
言
う
の
で
あ
っ

て
、

武
富
家
は
前
述
の
武
兵
衛
一

件
と
と
も
に
難
問

前
の
史
料
応
57
に
、

に
な
る

。

既
出
惣
十
と
と
も
に
弓
野
山
多
喜
太
の

名
が
載
せ
ら
れ

て
い
た
。

同
山
の
忠
次
郎
が
彼
へ

の

義
理
を
重
ん
ぜ
ざ
る
を
得
な
い

訳
も
分
か

な
お
満
岡
啓
助
の

書
状
三
通
を
、

既
出
分
と
の
関
連
も
し
か
と
は
理
解
で
き
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と
小
田
志
か
。

四
月
朔
月

尚
ぐ
御
買
入
無
御
座
候
得
ハ
脇
方
へ
談
越
し
候
間、

否
此
人
二
而
御
返
事
可
被
下
候

（

珍
）

任
幸
便
致
啓
上
候
、

漸
く

暖
氣
相
催
候
得
共、

弥
御
堅
勝
被
成
御
座
称
重
奉
存
候
、

然
者

先
日
者

徳
次
郎
殿
江

之
御
偲
言
立
寄
相
達
し
申
候
、

早
目
二

罷
帰
候
哉
夫
の
ミ

奉
存
候
、

然
者

弓
野
山
利
吉
方
焼
物
今
晩
合
火
入
二

相
成
候
趣
二

付、

此

節
之
焼
物
合

幸
吉
殿
買
入

被
申
候
様
申
談
遣
し
候
得
者
、

何
分
買
入
不
相
叶
候
趣
、

就
而
者

何
方
へ

相
談
可
致
様
無

御
座
候
間、

貴
公
様
御
買
入
可
被
下
候
、

尤
幸
吉
殿
古
借
年
賦
度
割
彿
之
儀
者

私
致
心
配

返
済
相
成
候
様
取
計
候
得
者
、

同
人
手
前
柳
差
支
無
御
座
候
間、

無
御
遠
慮
御
買
入
可
被

下
候
、

幸
吉
殿
与
者

御
間
柄
之
儀
二

付
此
手
居
を
以
御
鈎
合
可
被
成
候
、

委
細
者
追
ぐ

期

全
面
上
可
申
上
候
得
共、

先
以
早
ぐ

如
是
御
座
候
、

以
上

結
局、

満
岡
啓
助
の

書
状
か
ら
は

彼
の

本
拠
を
正
確
に
指
摘
で
き
な
い
。

彼

の
行
動
範
囲
は
武
雄
領
南
部
か
ら
嬉
野
吉
田
山
に
及
ん
で
お
り、

も
し
か
す
る

め
149
「
武
富
七
太
郎
様

急
御
内
用

四
月
四
日

Na
148

「
武
冨
七
太
郎
様

急
内
用
答

満
岡
啓
助

去
ル

朔
日
出
之
御
状
致
拝

見
候
、

如
仰
漸
ぐ

暖
氣
二

相
成
候
得
共、

弥
御
堅
勝
被
成
御
座

候
旨
称
重
奉
存
候
、

私
二

も
今
明
日
罷
帰
筈
之
慮
少
ぐ
隙
無
事
有
之
、

又
く

吉
田
山
へ

罷

越
、

一

両
日
中
罷
帰、

否
承
り
可
申、

先
以
早
ぐ

如
此
御
座
候
、

以
上

満
岡
啓
助

9

、

\ 1 \‘\..,, ]即"原

黒
：
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内田／
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泊

151
「
武
冨
七
太
郎
様

専
用

す
る
。

伊
万
里
町
人
関
係
の

書
状
等

以
幸
便
一

筆
啓
上
仕
候、

春
暖
相
催
候
所、

先
以
其
御
地
益
御
勇
勝
之
由
称
重
奉
存
候、

下
拙
義
二
月
朔
日
乗
船
仕
候
へ
共、

誠
二
風
悪
敷、

舟
中
大
延
引
仕
候
而、

二
月
廿
六
日
兵

庫
二

着
仕、

舟
合
上
り
て
同
廿
七
日
大
坂
着
仕
候、

未
だ
何
事
も
埓
阿
き
不
申
候
得
共、

（
マ
マ
）

急
便
二

而
御
座
候
ゆ
へ

入
と
御
志
ら
せ
申
上
候、

尚
又
荷
物
之
義
ハ

此
地
二

而
内
證
賣
仕

候
と
そ
ん
し
候
得
共
（
中
欠）

尚
＜

申
上

候
、

舟
か
わ
せ

共
御
座
候
ハ
ヽ
、

丼
物
な
ら
ち
ゃ
類
御
送
り
被
成
候
而
も
そ
ん
ハ

参
り
不
申
候
、

福
一

や
二

御
聞
合
せ
、

又
ハ

松
や

其

外
二

御
尋
ね

被
成
候
て
、

舟
か
わ
せ
も
店
方
か
わ
せ
も
御
座
候
（
後
欠
）

兵
庫
を
経
て
大
坂
へ

登
り、

ー

め

150
「
武
冨
七
太
郎
様

専
用
事

前
田
孫
三
郎

そ
こ
か
ら
こ
の

手
紙
を
出
し
た
上
瀧
金
兵
衛
に

つ
い
て
他
に
手
が
か
り
は
な
い

が
、

彼
は

伊
万
里
商
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

持
ち
登
っ

た
荷
物
は

「
内
證
売
」

り
す
る
つ

も
り
と
言
う
と
こ
ろ
は

注
目
に
価

上
瀧
金
兵
衛

油

153
「

ー武
栄
さ
ま

四
月
八
日

近
頃
御
相
談
申
上
兼
候
共、

古
金
買
入
二

少
ミ
手
支
罷
在
候
間、

御
引
合
見
御
取
替
可
被

下
深
ぐ
及
御
相
談
候、

追
而
貴
面
可
申
上
迄
如
斯
御
座
候

昨
夜
者
御
世
話
相
成
申
候、

然
ハ

近
米
思
召
入
之
程
誠
二

恥
敷
奉
存
候
得
共、

口
金
不
都

合
二

御
座
候
間、

明
後
迄
七
両
丈
一

寸
御
恵
被
下
度、

柳
無
相
違
指
上
可
申、

此
段
御
相

談
迄、

早
＜
不
備

十
月
廿
四
日

其
外

め

152
「
堀
七
様

九
月
二
日

メ

関
政

角
吉

秋
冷
之
硼
御
座
候
処
如
何
御
渡
可
被
成
与
奉
存
候、

然
者
近
来
御
不
笑
之
至
奉
存
候
へ

共、

金
拾
両
御
取
替
被
下
度
御
相
談
申
上
候、

尤
十
二
三
日
頃
ニ
ハ

何
方
合
相
廻
り
候
金
子
御
，

座
候
二

付
無
間
違
御
返
済
仕
儀
二

御
座
候、

有
様
川
口
帳
納
二

付
而
手
支
罷
在
候
二

付
此

段
御
相
談
申
上
候
間、

何
卒
宜
奉
頼
候、

以
上
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通
史
の
研
究
』

付
録
「
文
久
三

年
に
お
け
る
伊
万
里
津
の
焼
物
積
出
」

過
刻
者

御
面
働
二

相
成
赤
謝
候

、

然
者
其
節
御
相
談
仕
置
候
通 、

金
拾
両
丈
此
者
二

て

御

借
被
下
度
伏
而
御
頼
申
上
候

、

乍
自
儘
以
書
中
如
此
御
座
候

、

以
上

十
月
廿
六
日

前
田
孫
三

郎
は

伊
万
里
津
の
別
当
（
町
役
の

長）

No. 

155 

メ

「
臥
富
栄
助
様

貴
下

又
卜し

↓

-

五
月
l

-―
日

尚
ぐ

古
預
り

御
引
替
可
被
成
候

メ

金
子
弐
両
三
歩
恙
テ

応

154
「

武
冨
栄
助
様

別
紙
在
中

村
富

岡
本
清
吉

時
分
柄
嘩
ぐ

御
繁
用
二

奉
存
候

、

然
者
旧
冬
之
預
り
之
儀
段
ぐ

延
引
二

相
成
誠
二

申
訳
茂

艇
御
座
候

、

併
シ
限
目
之
外
者
此
方
な
則
利
足
相
弁
へ

差
上
申
候

、

改
御
請
取
可
被
下
候

、

惣
メ
者

又
候
難
申
上
奉
存
候
へ

と
も

、

預
り
相
改
差
上
申
候
条 、

又
壱
ヶ

月
御
恩
借
被
下

段
奉
頼
上
候

、

侶
又
別
紙
手
形
前
是
辿
も
常
時
柄
清
算
無
覚
束
儀
二

付
利
足
丈
差
上
申
候

問 、

不
悪
敷
御
承
引
被
下
疫
御
鎚
り
申
上
候

‘

乍
書
中
御
相
談
申
候

、

卒
疫
如
斯
御
座
候

、

で
あ
り
、

ま
た
問
屋
と
し

八
一

三
，

て
伊
万
里
川
口
の

船
・

物
貨
の
出
入
を
管
理
し
て
い

た
（
拙
著
『
伊
万
里
焼
流

七
月
九
日

立
石
屋

右
之
通
講
金
之
内
先
以
指
上
申
候
条 、

御
請
取
置
可
被
下
候

、

以
上

一

壱
両
ク札

二

て

I
百
拾
両
之
辻

壱
ツ

一

五
両
包

八
ッ

一

六
両
弐
歩
包

一

拾
両
包

め

156
す
る

貸
付
の
片
鱗
を
覗
か
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

関
政
の

名
は
武
富
家
の
大
福
帳
に
頻
出
す
る
。

伊
万
里
町
の
陶
器
商
人
の
ひ

と
り
で
あ
る
。

村
冨
は

村
冨
弥
次
郎
の

名
で
や
は
り
武
富
家
大
福
帳
に
頻
出
す
る
伊
万
里
の

陶
器
商
人
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の

手
紙
は
い
づ

れ
も
武
富
家
の

伊
万
里
商
人
に
対

武
冨
様

こ
、
。

t

し 角
吉
も
お
そ
ら
く
伊
万
里
町
の
陶
器
商
人
で
あ
る
。

る
。

覚

頁）
。

書
中
「
有
様、

ノ‘

ッ
一

ツ 川
口
帳
納
二

付
而
」

と
あ
る
の
は
そ
の
た
め
と
思
わ
れ

「
古
金
云
々
」

注
目
し
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（

繰
）

先
達
而
之
御
紙
二
而
承
知
い
た
し
候
得
と
も、

何
分
銀
操
行
届
兼、

彼
是
与
心
配
茂
仕
見

候
得
と
も
一

向
埓
附
不
申、

何
卒
と
て
茂
の
事
二
裳
月
迄
御
猶
豫
被
成
下
度、

此
段
御
相

メ

貴
口

応
158
「
武
冨
熊
助
様

に
行
わ
れ
た
。

油
51
以
下
の
棚
揚
表
に
も
少
な
か
ら
ず
講
懸
金
が
見
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

め
157
は
、

詳
細
の
事
情
は
不
明
だ
が
、

岩
清
は
伊
万
里
町
人
で

立
石
源
之
助

あ
っ

た
。

永
渕
は
佐
賀
城
下
の
町
人
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

町
人
（
商
人）

ー

応
157
「
武
冨
栄
助
様

の
あ
い
だ
に
相
互
金
融
の
た
め
の
講
（
頼
母
子
講）

が
盛
ん

尚
ぐ
茂
平
二
も
今
日
合
出
佐
嘉
可
致
旨
二
付
同
迫
い
た
し
候
人
も
仕
廻
方
仕
居
候

近
日
ハ
御
物
遠
二
御
座
候、

援
岩
清
講
御
貰
請
被
下
候
趣、

御
蔭
二
而
弐
百
両
手
形
之
内

二
百
両
丈
彿
入
行
届
候
通
相
成、

右
二
付
而
ハ
残
リ
百
両
弥
八
壱
名
之
手
形
二
相
改
被
呉

候
様、

此
節
永
渕
手
代
茂
平
と
申
候
人
へ
妥
元
二
而
相
談
仕
置
候、

尚
又
同
人
同
道
二
而

弥
八
一

類
之
者
壱
人
出
佐
嘉
い
た
し
候
様
申
含
置
候、

何
卒
御
相
談
通、

只
今
八
拾
両
此

者
二
而
被
仰
付
可
被
下
候、

右
金
請
取
手
印
之
義
ハ
弥
八
合
差
出
可
申
候、

此
段
乍
憚
書

中
早
ぐ、

以
上

三
月
七
日

天
ヶ
瀬
一

郎
右
衛
門

廣
田
忠
蔵

応
160
「
武
富
熊
助
様

御
内
ぐ
急
用

皿
山
よ
り

前
田
治
三
郎

（
「
伊
萬
里
歳
時
記
」

巻―――
に
よ
れ
ば
、

談
申
上
候、

惣
而
ハ
俵
屋
福
右
衛
門
殿
賣
も
の
代
者
先
日
手
二
入
申
候
条、

此
分
ハ
早
速

差
上
可
申
積
リ
ニ
而
御
座
候
得
と
も、

臥
と
善
次
郎
殿
江
取
替
置
申
候
二
付、

明
日
ハ
早

ぐ
差
上
可
仕
候、

先
者
下
拙
罷
出、

萬
ぐ
御
面
語
可
申
上
辻
如
此
二
御
座
候、

以
上

御
尊
書
恭
拝
見
仕
候、

然
ハ
明
日
合
御
登
山
之
由、

金
子
之
義
被
仰
越
候
二
付
則
金
子
五

拾
両
丈一

＿
条
御
落
手
可
被
下
候、

援
一

昨
日
ハ
大
二
預
御
世
話
恭
御
厚
礼
申
上
候、

何
連
得
尊
顔
萬
ぐ
可
申
述
候
得
共、

右
御
答
労
如
斯
二
御
座
候`

以
上

立
石
源
之
助
は
伊
万
里
町
下
町
の
陶
器
商
人
。

大
塚
源
次
郎
は
同
新
町
の
町

人
で
あ
る
が
陶
商
で
は
な
い
。

こ
の
場
合
彼
は
、

有
田
へ

登
山
す
る
武
富
熊
助

へ

金
五
拾
両
を
融
通
す
る
存
在
で
あ
る

明
治
四
年、

新
町―――
十
軒
の
公
役
米
五
升
六
合
弐
夕
の
う
ち
最
多
の
壱
升
五
合

を
出
す）
。

No. 

159 

堀
七
様

廿
九
日

ー

「
武
富
熊
助
様

大
塚
源
次
郎

貴
下

金
子
副
ル

ハ
月
廿
九
日

0
久
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金
百
六
拾
両

深
平
取
前

池

161拾
壱
I
目

川
平
彿
前

覚

と
の
「
取
前」

（
貸）

「
払
前」

（
借）

が
記
さ
れ
て
い
る。

い
わ
ゆ
る
旅
客
の
人
た
ち、

⑱
な
ど
伊
万
里
町
の
人
た
ち

弐
I
五
百
目

七
メ
目

（

マ

マ
）

弐
メ
目
八
百
且

キ
栄
三
取
前

忌
取
前

函
取
前

壱
メ
目

〈
笹
取
前

六
I
目

図
取
前

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り、

金
銀
ま
ち
ま
ち
の
儘
で
あ
る。

（
栄
左
衛
門） 五

月
廿
三
日

田
皿
山
の
人
た
ち、

壱
メ
弐
百
目

福
市
や
伊
八

川
平
・
深
平
ら
の
有

四
1
四
百
六
拾
目

喜
八
分
取
前

櫛
庄
取
前

「
万
彿
前

五
百
目

出
福
彿

の
経
営
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
も
の
か。

厄
と
に
つ
い
て
は
不
詳。

い
ず
れ
下
白
川
登
に
釜
を
も
つ
釜
焼
で
あ
っ
た
ろ
う。

文
末
に
言
う
質
場
と
は

武
富
分
家
の
質
屋
を
指
す。

最
後
に
揚
げ
る
も
の
は、

さ
き
の
め
51
以
下
の
棚
揚
書
を
作
る
た
め
に
書
き

拾
三
I
弐
百
目

壱
メ
三
百
十
七
匁

壱
メ
三
百
目

出
平
彿

ハ
メ
六
百
五
十
匁

嘉
十

と
呼
ん
で
い
る
古
窯
に
当
る。

酒
場
は、

後
に
深
川
酒
場
と
も
あ
り、

拾
七
I
六
百
五
六
匁

前
田
治
三
郎
は
伊
万
里
中
下
町
の
陶
器
商
人。

深
川

「
白
川」

は
今
日
下
白
川
登

壱
I
O
五
六
匁

一
住

拒

日
弐
拾
八
両

‘、同
百
九
拾
両
0
三
歩 平

蔵
取
前

石

同
十
両

長

作

以
手
紙
啓
上
仕
候、
打
続
之
雨
天
二
而
甚
困
入
申
候、
然
者
白
川
釜
揚
仕
舞
二
相
成、
扱

（

マ

マ
）

酒
場
□
回
言
も
日
ぐ
相
待
被
居
候
模
様
御
座
候、
訳
而
口
向]
二
者
是
非
引
合
不
申
候
へ
半

而
不
相
渭
義
有
之、
夫
二
付
野
子
二
も
辻
引
合
今
日
仕
舞
次
第
二
参
上
い
た
し
后
戸
l

丈
引

合
可
致
積
り
二
御
座
候、
右
之
訳
二
付
明
早
朝
よ
り
御
越
之
程、
偏
二
奉

O、
併
し

深
川
酒
場
二
者
未
夕
参
り
不
申、
何
連
夕
方
可
罷
出
積
り
御
座
候、
就
而
者
質
場
卯
八
江

（

マ

マ
）

金
拾
両一
昨
ば
ん
取
替
置
中
候
条、
御
登
山
之
硼、
乍
御
面
働
御
受
取
御
持
参
可
被
成
候、

先
ハ
得
貴
面
萬
ぐ
可
申
口
候、

岬
く
已
上

同
廿
両

城
し
ま
か
し

同
五
拾
両

深
平
取
前

同
廿
両

同
四
両
弐
歩

金
六
両

拾
三
I
六
百
目

金
百
八
拾
両

伊
兵
衛
取
前

ロ
彿
前

官
蔵
彿
前

実
太
郎
彿

佐
平
取
前
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百
四
拾
五
両

三
拾
壱
両

小
孟以

®

百
四
両
壱
歩
弐
朱

合
取
前

八
拾
三
メ
目

⑱
取
前

弐メ

五
百
目

含
彿
方

四
メ
目

ト
サ
A0

彿
方

4

5 


